















戦前の日本経済の爵民所得の計測について最も信頼し得るのは、 K•Ohkawa(ed ）、 The
Growth Rate of J"apanese Eco.nomy s1ence 1878年度 Ki.nOkuniya,
1 9 6 1年であろう。そこでは 18 7 8年から 19 4 2年までの生産国民所得が第一次、第二次、
第三次産業別に計測されている。各年次の所得を 1928-32=100とする卸売物価指数でデ
7νートし、かつ五ヶ年ごとの平均値を求めたものをグラフにすると次の第一図になるのである。
問図の明治 13年の値は明治 11年から 15年の平均値であり以下の年次についても同様である。












上向またほ下降の傾向か持うこ．とは認められず、特に 19 3 0年代の不況期においても成長率が大
きく低下じながったこどがら日本経済は不断の成長傾向を持っていたとみなされるのである。また、
各産業部門別では、第 1次産業は初期には4.3 9彰という大きな成長率を示したが、その時期を除く












｛門hepa七七orn Of .Tapanese Lorm Economic Groてγ七入、 1 9 6 0年、この論
文は同氏著「日本経済分析」、 19 6 2年、春秋社、第1編第1章長期成長の型に収録）は第2図
の総額の成長率の変動の形から戦前の日本経済は二つの長期波動を持つと主張した。第一の長期波
は明治 18年～明治 38年、第二の長期波は明治38年～昭和 10年である。すなわち、日本
経済は高成長の持続性を特徴とするだけではなく、長期的な成長率変動に着目して局面的区分を行
う必要を主張し、明治 16年から明治20年から明治36年から明治40年をI期とし、明治 41 
年～大正元年から昭和8年 E期とし、準戦時と戦時を除いて戦後をE期間区分を提案したのであ
る（ .I期の終期はより正確には昭和8年から昭和 17年であって代表的には昭和 12年ないし昭和





から明治33年としたのであるが、大J11~ま自己の I 期を飛躍の時期とし、 E期から成熟段階にはいっ
たものと推察される。
大川教授とは同じ噴ではあるが独立に篠原三代平cr日本経済の成長と畏期波動J、森嶋・篠原・
内田編新しい経済分析 、19 6 0年、創文社所収。この論文は同氏警 句本経済の成長と循環
1 9 6 1年創文社、第 1主主として収められている）は戦前における長期波動の存在をとり上げた。篠
原は既掲の一橋経済研究所の国民所得の推計を用いたがデフ Vーターとして飼現物価指数そのもので
はなく、卸売物価指数と山田三郎推計の生計費指数を加重平均したものを採用した（前者が0.3で後
者が 0.7のウエイトである）。このようなデフ V＿？ーによって 5ヶ年平均の実質所得を求めて年成長
率を計算すると、そのグラフは第5図のようになるのである。図の横軸の年次、 {7¥jえば明治 18年の
数値は明治 11年～明治 15年から明治 16年～明治20年への年増加率をあらわしている。篠











の場合には 19 3 0年代に谷があるのだが大J1の場合にはそれが打ち消されていることである。この
ことは第3図に点線で示された卸売物価の年増加率のグラフからも想像できる。
1 9 3 0年f¥1亡一つの谷を設定するという篠原の見方はおそらく正しいであろう。大川は耳、 RO目。
vekvとの共論文” EcoromicFiuctu七i.one in prewar japan:A Preliminary 









第 1表 G D Pの短期循環 （大Jl、前掲書、 p 6 0 ) 
循環期間
峯 谷’J 拡張期間 縮少期間 峯から峯 谷から谷
明治；.： 年、 a・明治 年
1 3 1 7 4 
1 9 2 2 2 3 6 5 
2 7 2 9 5 2 8 7 
3 1 3 5 2 4 4 6 
4 1 4 3 6 2 1 0 8 
大E 年 大正 年
1 4 2 3 4 5 
8 1 1 4 3 7 7 
昭和 年 昭和 年
4 5 7 1 0 8 
1 3 8～ 
平 均 4. 5 2.8 7. 0 6. 7 
第 2表 G D Pの長期波動の峯、谷、持続期間
全 波 動峯 谷 上方向 下方向 峯から峯 l 谷から谷
明治 年明治
2 2 3 1 2 
苅E 年大正
2 1 1 7 23 1 8 
1 9 

































































第V期 昭和 13 ～昭和 19年
この時期区分は大体において篠原の長期波の区分と一致する。すなわち、第 I期と言注目期は篠原の
第2の上昇期に含まれており、第E期は篠原の次の下降期と大体一致する。しかし、細部において






































































































できょう。工業人口の構成比は昭和 1.3年において繊維が 54. 9弘金属機械が 26.8 %、イ昨が
1 [);1 ~杉であってその他繋績は 8. 2 ~杉で近代的~業種の比率がすべてその他業種より高くなりこ
の傾向は以後も続くことになるのである。
第V期は存ひ唄住人口の増却と工業人口の増加がみられた時期である。工業統計の制約から昭和
1 3年から昭和17年についてみると現住人口は20.708人の増加であるのに自然増加は 37. 5 















構成比は当然に高いのであるが62 ~援ないし 6 4 ~ちの線で大きな変化を示していない。また昭和 1 7 
年において5人以トの事業所の工業人口に対して4人以下の事業所の工業人口は約25 ~ちでしかな
















































に高岡地区は81.096人から8史59 5人へと 8.4 9 9 人増加（ 10.5~彰増）東砺波は 9 0. 5 7 
0人から 92.824人へと 2.25 4 人の増加（ .2.4~杉増）西麻波は 94.903人かヘ 9 9. 2 7 
5人へと 4.3 7 0人の増加（ 4. 7必増〉で高聞の増加が最も著しかった。もっとも東府波は大正5
4手に最大の人口になっているので大正5年でみれば4.0 3 2人の増で（ 4 %：増）あり、西砺波と大
体似たものである。県全体では5.5必増であった。ところが射水地区（射水B）では4虫 39 6人
から50.518人へと 1.1 2 2人の増（ 2. 3 9杉増）であり、とくに大正1年噴に一時減少をみせて
いる。おそらく、射水地玄は伝統的工業についても世田すべきものが存在していなかったとみられ
るのである。第E期は県全体では人口の絶体的減少がみられたのだが、高岡地区を除いて各郡とも
人口減少を記録した。高岡地区は大正10年には94. 4 6 1人となり約5.4修増を示したが束婿波
は90.091で約4.2%減（ただし、大正3年と大正10年の間）西勝波は95. 331 人で約 4~ぢ












増、西砺波は 95.264人となってほほ一定、射水地区は51.318人となって 5.6 9ぢ増であり、



































わけである。第I期についてみると大島村民明治 42年の 3.1 3 7人から大正4年の3.1 5 2人
と15人の増加をみせている（もっとも大正5年には3.2 3 9人とかなり増えているのだがこの
数字は若干疑わしい。大正5年には戸数が51 6声と増えているのに人口は前年より 87人も減
っているのである）。増か捧bとすれば乱5%弱であり、この期の射水（ B ）の 2.3 96増よりもはる























第E期では昭和5年に大島は五 24 3人となり（直前の昭和4年に五a9 4人というかなり低い
数字が記録されているが後にふれるように少し異常と思われる日増留の増加山原因であり疑問の点が
あり無視して良いであろう）、 14 9人の増であって〈ただし次IE1 a年の人口合前述のように











ではかなり大巾な人口減少を経験した。大島は昭和 13年に4.9 a 3人となって突に 1.6 6 a人も
増加率は約SHちという大きなものであったが、民細は 2.1 2 6人となり、 38 5人の減で減少率




























第 I期についてみると大島の出寄留は明治42年に 21 3人であったのが大正4年には 42 5人
となり 21 2人の増加となったが、入寄留の方は明治42 年の 28人il~ 2 1人となって 7人の減で
あった。結局、出入寄留の面では 21 9人の人口械を引き起したことになる。周栖をみると出寄留
では明治 42年の 19 5人が大正4年には 29 6人となって 10 1人増加し、入寄留では明治42 
年の 15人から大正4年の82人へと 67人増加したから出入寄留の面では 34人の人口減を生じ
-184-
たことになる。この期間に県全体としてはかなりの人口増加期だったわけだが中では大島は 15名
増とほとんど一定であるのにNi掘は 12 0 名増と 5~ぢと増加したことの背後には以上の出入寄留の
変化の差があったのである。第E期では大島は出寄留が 12 9人増え、入寄留は5名減少し、結局
出入寄留で 13 2人の純減少となった〈た Yし、大正 10年の数字を欠くのは大正 11年の数字を
とった）。腐栖では出寄留は？？人の増、入寄留は 19人の減であって、純減少が 11 8人である。
この期聞に大島は人口が 36人誠少し（大1E4年と大正 11年を比較して）、問栖では 10人減少
したのである。年率に直してみると六島では第I期が人口が 2.5人増に対して出入寄留の純減少が
3 6. 5人であり、第E期では人口が5.1人の減少に対して出入寄留の純減少が 18. 8人である。他










である。第E期では大島は出寄留が大正 11年の 55 4人から昭和5年の 75 8人と 20 4人の増
加、入寄留が18人から 53人へと 35人の増加であって純出入寄留は 16 9人の減であって年率
にすると 21. 1人の減である。人口は年率にすると 15. 9人の増であるから、出入寄留の純減少の
絶対的減少が人口の減少から増加への転換と対応しており正常な関係を回復したとみることができ
ょう。腐繍の第直期を年率でみると人口は 0.4人増で純出入寄留は 16. 4人の減少である。人口の
減少から増加への転換が出入寄留の純減少の絶対的減少との対応がみられる。なお、第E期につい
ては大島についても人口の自然増加や本籍出入数から出入寄留数をチェックすることができるので
ある。犬島の第W期以降を年率でみると第JV期は純出入寄留が 18 9,4人の増加で人口は 20 7.5 
人の増加、第V期（昭和 17年まで）は純出入寄留は 23 1.5人の減少で人口は 24 3.0人の減少
である。つまり、第IV期以降は人口の増加が大体出入寄留の変化だけで説明できる。腐締の方は第















大島の資料は大正4年についてしか利用できないのだが総出寄留者中県内出寄留者の此揮は 24. 8 
9杉である。一方、府摘では大正2年の8.8 ~移から大正4年の T z 6 ~彰にわたっているのだが平均す
ると約13. 7 %である。入寄留の方では大島では大正4年に 1~ 0 ~診であったがおそらくそれ以前
の年次でも県外からの入寄留者はい念かったのであろう。跨捕では明治 42年には県外からの入










島では 30. 0 ~ちとなり腐細では 1 6. 7 ~ぢである。入寄留で県内比率が平均で六島が 8 2. 5 ~仇腐締
























第W期では出寄留の県内比率は大島は2as~彰と前期より低くなり、府摘では 1 7. 7 ~拶と前期と
同じであった。もっとも、府嫡では昭和？年に県内比率が異常に高まっているのでこの年次を除く
と16. 6 ~杉となるから、前期よりは低くなったとみるべきであろう。入寄留の県内比率では大島は
7 2. 7 ~杉と前期をかなり下回り、，府摘では 6 4.9銘とやはり前期を下回った。大島の昭和 10年の
数字は異常に低いからこの年を除くと 76. 3~彰が、この数字でも前期をかなり下回るのである。こ
























めたものとみられる。 l潟摘では出寄留の県内比率は 15. 4 ~ぢと前期より減少し、入寄留の県内比率
は71. 0 ~ぢと前期より高くなった。出寄留の村内比率は低まったといっても軍関係の出寄留がかな
りあるわけだから県外出寄留が特に多くなったとみることはできない。人口は年率で4.0人増加し、












2 2人増、出寄留は 1.3 3 9人増、入寄習は 56 3人減で純出入寄留は 1.9 0 2人減であった。第






たことが分る。第E期になるみ人口は－4.9 5 0人増となり、出寄留は 4.37 4人増、入寄留は 1.4 
3 8人増、純出入寄留は 2.9 3 6人減である。出寄留は前期よりペースが少し落ち入寄留が前期の
5倍も増えたことが人口増の有力な原因だったわけである。との期は一般に近代工業の停滞期だっ
たわけだが以上の趨勢から広い意味での近代産業の浸透期だったことが分る。第W期では人口は








舗の大島の篇E期は大正 1..1年、第E期は大IE1 1年～昭和5年にとられている〈大E1 0年























.I 32.8 ( 84. 3 ) 
72. 7 
IV + 245. 9 ＋・18虫4 28. 5 ( 76. 3 ) 




出寄留 入待留 i差 ヲ！ 県内比率 県内比率
+ 20. 0 + 16. 8 十十I.2. - 5.6 13. 7 必 66. 4 a,: 
H - 1. 7 + 16. 5 - 3. 2 -1史7 16. 7 ,69. 2 
I' + 0. 4 十 14.7 I -1. s -16. 4 17. 7 68. 4 
17. 7 
IV -4& 1 + 72. 4 + 2.3 ー70.1 ( 16. 6 ) 64.9 
v + 4. 0 + 30. 5 + 27. 3 - 3. 3 15. 4 71. 0 
一L
五富山県
期 人口 出入寄留出寄留i入寄留 差 ヨl
+,.7. 122 + 1. 339 563 -1. 902 
H -2.339 + 4. 620 ＋ 485 -4.135 
I 十 4.950 + 4.374 十 1.438 -2.9お
IV ., 1. 767 十三835 + 1.457 -2.379 
















についての平均値を求めると第I期は大島が 0.1 0 1で府摘は乱 11 1である、もっとも大島は明
治 42年と穴正4年のエヵ年だけの平均値だからあるいはもっと低いところにあるとみた方が良い
であろう。第Z期になると大島がo.1 6 3、府摘が0.1 4 4となって大島の方が高くなり第E期で
もこの関係が続いて大島は 0.2 2 1、庶焔は 0.2 0 1となるのである。ついで第W期になると岡村
とも出寄留率は高くなるのだが大島ht0.322、府摘が 0.34 6となって逆に腐細川高くなる。第
W期では大島の出寄留率の上昇の速度は前期ときして変らないが府摘ではかなり早まるのである。
ところが第V期（ただし昭和 19年まで〉になると大島では 0.2 9 8と前期より高くなるのだが、
腐捕では 0.5 9 9と上昇のスピードは前期よりはゆるくなるがかなり高い水準に達するのである。
出寄留事はその地域の消極的な意味での対外交渉度をあらわすものといってもよいから 0.5 9 9と


















のだが応摘は 00 2 2と前期より｛Et,;くなるのである。すでにのべたように第立婦の終りには両村の
入寄留率はほとんど同じになるのである。第W期は大島が 0.2 6 5と急速に高まるのだが10；摘は
0. 0 1 8と前期よりさらに低下する。この期に大島ではフ’ロパーな村民10 0名に対して27人の
対外出身の件尽力i仕活安営んでいたのである。第 V期では大局に 0.3 9 2と平均的にはさらに高ま
り、蹄摘も 0.0 7.之と前期までの減少傾向から上昇傾耐に転ずるのである。
出寄留率と入寄留率の和は消極的な意味での対外交渉度と積極的なそれとの合計であるから総体
としての対外交渉度をあらわすものといえる。この率は第 I期では大島が 0.1 0 9、府摘が 0.127
であってj器摘が少し高いが第E期では大島が 0.17 2、！鳶婦が 0.1 7 1とほとんど同じになる。第
E期では大島がQ;-23 6、府嫡が 0.2 2 3と両者の地位は逆転する。第IV期では大島が 0.5 8 7、





を除した比率である。したがって県外出寄留率が 0.1ということは地域に住む県内出身者 10 0名
に対して 10名が県外で生計を立てていることをあらわし、県外入寄留率がo.1ということは同様


























0. 1 1 5、0.1 5 1、0.1 9 5と第W期までほぼ一定のスピーγで上昇し、第V期に少しスピードが
落ちて-0.215となっている。（たピし第v期は靭時の醜開関係を含むかもしれない昭和1.8年と
昭和 19年は除いて計算している。）東砺波は 0.0 8 5、0.1 1 8、0.1 5 3、.01 9 6、0,2.39 
と第V期までほぼ同じスピードで上昇し続け、西砺波は 0:0 8 0、0.1 0・8、0.1 3 9、0.2 0 4、
な23 3、と第Iないし第E期は東砺波より低いVベJνに達している。高聞は雛『期までは0.0 8 9 
0. 1 0 9、0.1 3 2、0.2 0 4 と大体西勝波と同じレゆ哨ミゥ：第V期は上昇がゆるくなり、 O；~再 7
となって最も高いVベルとなっている。射水は第I期ないし第W期は 0.0.77、0.0 9 5、0.113
0. 1 4 0と大体一定だが、しかし他の郡より遅いペースで上昇し務V期は寓岡や県と同じように、




























入寄留率の変化を平均値でみると県は期JI買にhヲて0.0 1 2、0.0 1 2、0.0 3 4、0.0 1 5と
第I期と第E期は同じであってそれ以後大体同じペースで上昇している。（ただし第V期に昭和何
年～昭和 17年にとっているが、昭和 18年以後を除いたのは戦時の疎開関係を含ませない為であ
る。〉東砺波はo.0 0 5、0.0 0 6、 0.0 1 2、0.0 2 0、0.0 2 6とその変化のペースは県とほ
ぼ同じであって絶体1J<準が県より低いのである。西砺波は 0.0 0 5、0.0 0 8、 0.0 0 9、.0.014
0. 0 1 7と第I期か今第E期へはかなり上昇するが第E期から第E期へは上昇ペースが鈍り、第E
期以降は東砺波と同じペースだが低い絶体水準で上昇する。特徴のあるものは射水であって0.00 5 









が伝統的工業に於いても劣っていたことを示すものと思われる。高聞は 0.0 3 1、0.0 4 3、0.0





順にいって 0.103. 0.127、0.1 7 1、0.2 2 9、0.2 6'6と変化し、東砺波は 0.0 9 0、0.
1 2 4、0.1 6 5、0.2 1 6、0.25 8、西勝波は乱08 5、0.1 1 6、0.1 4 8、0.2Hl・、0.
2 5 .0射水は 0.0 8 2、0.1 0 5、0.14 3、0.1 9 2、0.1 9 0高岡は 0.1 2 0、a1 5 2、a












て簸願に示すと 0.1 3、0.1 0、0.1 3、0.1 7、0.2 4、であって第I期ないし第E期の聞は停
滞時であって、第W期以降に相畑句経済水準の上昇が読みとられることが注意される。東砺波は、
0. 0 6、0.0 5、0.0 8、a唱＠、 0.1 1であって、県よりは低く、その上昇がみられるのは第E
期以降なのだが、その上昇率は県よりは低いのである。西勝波は 0.0 6、0.0 7、0.0 6、0.0 7、
0. 0 7であって全期を通じて東砺波の初期水準で停滞している。射水は 0.0 6、0.1 1、0.2 7、
















きて、大島の県外出寄留率を期i買に示すと 0.0 3.8、な 10 0、臥 13 8、0.1 7 5、町16 4 
であって第I期から第E期にかけて急速にa上昇し第E期では射水より高くなってそれ以後は大体、
射水と同じペースで上昇した。第V期には射水は上昇ぺー劫2遅くなっただけだったが、大島では
低下を示した。庶紙は 0.0 8 6、0.10 4、0.1 5 3、0.2 6 0、な36 5であって第I期から第
E期にかけては水準も上昇ペースも両砺波と似たものだったが第W易欝V斯で同際立ラ吹上昇を示し：fr,:,
県外入寄留率では大島は期j演について 0、0.0 0 1、0.0 0 3、0.0 4 1、0.1 1 9というふうに
第I期は0であったのがそれ以後急速に上昇し、第V期には商問の Vベパ〆に近くなっている。j駕捕




対県外交渉度では犬島は 0.0 ・38、0.1 0 1、0.1 4 1、0.2 1 6、0.2 8 3であって第！ない
し第E期では射水より低いが第N期以降では射水より高くなったのであって、第W期の近代工場の
導入は大島の経済水準を急速に高めたのである。腐摘は 0.0 9 .2、0.1 1 2、0.1 6 0、な 26 4、








対県外吸引度では大島は0、0.0 1、0.0 2、0.2 3、o,7 3というふうに Gから急速な上昇を










大島、庶摘出入寄留率 （第V期はs1 3～s-1 9 ) 
期
JI 
TI 0. 015 0. 022 0. 236 0. 223 
IV 0. 265 0. 018 0. 587 0. 364 
v 0. 569 0. 057 0. 984 0. 670 0. 392 0. 072 0. 690 0. 671 
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〈県および郡別の数字は S1 6を除いて計算）
また第V期にs1 3～s 1 7 大島、府畑、県および郡別県外出入容留率
N 
間…B·~ー大01十日弓o~·府田ゑ071a」県里叩，f東~ 51 摩西射高0. 06 0. 06 0. 35 
0. 07 0. t 0. 39 
IT 0. 02 0. 05 0. 13 0. 08 0. 06 0. 27 0. 45 
N 0. 23 0. 02 0. 17 0. 10 0. 07 0. 37 0. 51 
























計上の全工場のそれは 65.・67 1人であって前者が 14. 8 1 7人多い。
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昭 15年の職業統計と工業統計の比較J職業証計一｜工業統計十統 Lイj÷ ヤサ( 5人以上） ( 4人以下） t 5人以上＋）
4人以下
撲人口総数 …人i…人 一人 65. 671人 0. 77 
金属・機械 22. 275 20. 880 2. 088 22. 968 0. 91 
イ七 ρザAゐー 6. 498 5. 205 1. 458 6. 663 0. 78 
織 維 22.868 19. 437 2. 250 21. 687 0. 89 
その他 28. 397 4. 761 9. 592 14. 353 0. 33 
% % % % 
工業人口総数 100 0 100. 0 100. 0 100. 0 
金属・機械 28. 2 41. 5 13. 6 35. 0 
化学 虫5 10. 1 
機維 28. 4 38. 7 14. 6 33. 0 
その他 35.3 9.4 62.3 21. 9 
ところが業種別にみると金属機械と信学は附統計ともほとんど変らないのであって繊維は前者が約

























































































I期は8劣台から 99ぢ台へ少し上昇傾向を示しているわけだが、むじろ、？勿台から 10 96台へ上
昇して先日制C接続してtパると考えた方が良いかもしれない。第E郷土 12%内外でほ之んど一定で
あり、第E期では 12 ~彰台から 1 1 %台へ低下し、第W期は 11 9-ぢ合から急激に19~彰台へ上昇し、
第V期の終りには突に 24 ~移に達しているのである。他のグラブは工業人口総数に占める各業種人
口の比率である。（各業種については大正4年以前の統計は利用できない）。その他工業が最も比
重が大きく大正 4年の 4 呪 7~ぢから昭和8 年の 5 9. 0必定で上昇傾向を示し、以後下落して昭和1'2
年には 46. 9必昭和 19年には27. 1 ~ぢになる。比率の低下期がほぼこの業種における近代化が顕
著になった時期とみなされることはすでに述べた所である。繊維は大正4年の24. H弱から大正7
年の 18. 1 ~ちになっているのだが、やはりこの比率の低下の時期がとの業種の近代化が進んだ時期
と考えられるよう。第E期には昭和5年の 20. 3 ~ちから昭和 1 1年の 36. 2%へと最高の比率に遣
するのが、この時期は富山県の繊維工業の最盛期なのであり、以後戦時経済の影響を受けて昭和19
年には 10. 5勿へと低下するのである。化学は最も急激な下落テンポを示した業種であり大正4年
の17. 4 %から昭和7年の 4.3必へと急政に低下し、この時期からとの業怒の司代化への転換が行
われたとみなし得たのである。以後は近代的俗学工業の導入とともに比率が漸矢上昇し、昭和 19 
年には 12. 2 ~ぢに逮ずるのである。金属機械は最も急務な比率の上昇テンポを示した業種であって
昭和？年の 9.9 ~杉から昭和 1 9年の 50. 1 ~ちに達している。それ以前は大正 4年の 8. 9%から昭和


































富山県全体としては第 I期から！！演にいって工業人口の年率は 38.204人、 50.196人、 44.155 
入、 5Z290.入、 87.890人である。もっともすでにのベたように第I期はもう少し多いとみ
た方が良く、第E期は昭和1年の値をすでにのベた方法が修正して（昭和 1年の工業人口は 3z 8 
0 8人と報告されているのだが、大正i3年の 3z 8 0 8人と昭和3年の 44. 1 0 4人の平均値




には 54 ~ぢ増というふうにその上昇趨勢は著しい。ただし、第 I 期は明治 4 2年～大正5年をとり




くと期！慣にいって東砺波に4.8 8 9-. 一 、4.3 5 2、 6.1 8 2、z0 2 5であり、西砺波は
五63 1、 一 、3.3 0 6、3.4 7 7、4.8 1 4であり、射水は 2.0 7 6、 一 、4.6 2 8、
6. 3 2 4、8,7 5 2であり、高闘はaι57、 一、12. 9 I 1、15. 1 9 4、22. 9 6 6であ
る。東西両勝波が第E期に第I期より減少しているのだが、第E期もおそらく第I期に比べて大し
て増加はなかったであろう。射水と高岡では第 E一期~－第 I 期より増加しており、特に射水は増加率
が大きい。これらの二つの地区では第E期は第l期より増えており、第置期は場E期より増加して
いると推定しても良さそうである。射水十高間では 8.6 !:> I、 一、1乙γ I l、 lo. -, '1 4、
2 2.9 6 6、となるのだが、この合併地域でも同じことがいえよう。第百期から第W期にかけての





工業人口率（職業工業人口す有業者〉でみると県は期I震にいうて 0.0 8 9、 0.1 2 3、 0.1 0 9、
0. 1 3 8、 0. 2 0 7、であるが、東南事波は 0.0 8 6、 一 、0.0ヲ5、 0. 1 3 2、0.1 5 2、西
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砺波は 0.0 6 8、 一 、0.0 6 9、0.0 7 9、0.1 0 9、射水は 0.0 4 3、 一 、0.1 0 1、





就業率の年率は東砺波が第 I期が 0.6 2 2で第E期が 0.5 0 9であり、西滞波は 0.5 5 1と瓜503
というふうに第E期がかなり下るのに高岡は 0.3 7 0と0.4 6 5と第E期が上っている。射水は
0. 4 9 8と0.4 4 1というふうに両防波と同じように第E期が下っているのである。県は第I期が
















山県全体としては金属機械の年率人口は第 E期から期I買に 5.1 0 7人、 6.4 8 8人、・8.9 4 0人、
31.119人であり、化学は 9.0 3 2入、 3.9 9 9人、 3.3 5 1人、 8.4 5 1人、であり繊維は、
1 0.258人、 9.2 1 6入 16.551人、 20.093人であり、その他工業は 25.799人、 24. 
4 5 2人、 28.448人、 28.226人である。構成比率の方は金属機械が 0.1 0 2、Q.1'4 8、
-2日晶一
0:. 1 5 1、0. 3 3 6、俗学会みな18 0、0.0 8 8、Q.0 5 7仰 93織蜘＞ 0.205、0. 0 2 8、0. 281、
0. 2 4 3、その他工業は 0.5 1 4 、 0.557~ 0.511、0.3 2 7である。各郡市の場合は第E期
以降資料があるわけだから、第E期をパ→で書いておくと：東砺波の年率人口は金属機械が ー
2 1 6人（ 0.052）、 24 2人（ 0.039）、 1.387(0.189）入、化学が一、 44人
(0.011）、 31人（ 0.005）、 51人（ 0.007）、繊維ガ一、 2.3 0 3人（ 0.514）、
4. 1 3 2人（ .tl662）、五 38 6人（ 0.493）、その他工業が一、 1.7 8 9人（ 0.424）、











西砺波は金属機械が 一、 16 9人（ 0.051）、 17 4人（ 0.050）、 80 0人（ 0.144）、
化学が一、 56人（ 0.017）、 13人（ 0.007）、 14 9人（ 0. 02 5 入繊維がー
1. 1 5 6人（ 0.351）、 1.2 3 0人（ 0.354）、 1.3 3 7人（ 0.289）、その他工業が一、








射水は金属機械が 一 、45 2人（ 0.097）、『 1.0 6 7人（ 0.144）、 3.3 6 7入、（ 0. 
4 2 1 ）、俗学が一、 74 7人（ 0.165）、 ・94 6人（ 0.163）、 6.9 8入、（ 0.0 7 1) 
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でおり、繊維が 一、 77 3人（ 0.151)1.266入（ 0.153入 2.2 6 2人（ 0.237）、
その他工業が 一 、2,6 5 7人（ 0,586）、 3.0 4 4人（ 0.539）、 2.4 2 5人（ 0. 2 7 
2 ）である。高岡をついでに記すと、金属機械が 一 、3.4 7 7人（ 0.416）、 3.3 3 0人
(0.377）、 6.4 5 7人（ 0.398）、化学が一、 13 3人（ 0.017）、 22 3人（ 0. 0 
2 2 ）、 1.0 7 1人（ 0.0.76）であり繊維が 一 、91 6人（ 0.108）、 1.5 4 8人（ 0. 1 
6 4 ）、 2困35 9人（ 0.210）、その他工業が一、 3.8 1 7人（ 0.460）、 3.7 6 8人（ 0. 
4 3 6 ）、 4.32 7人（ 0.316）である。工業の内部構造を考察する場合には射水十高岡をとり
あげる方が良いと思われるが、両地区を合bせて年率をみると、金属機械が 一 、3.9 2 9人
(0.303）、 4.3 9 7人（ 0.293）、虫82 4人（ 0.413）仕草が一、 88 0人（ 0. 0 
5 6 ）、 1.1 6 9人（ 0.076）、 t7 6 9 人（ 0.078 ）であり、＊~＊邸主 一 、 1.6 8 9人
(0.130）、 2.81 4人（ 0.125）、 4.6 2.1人（ 0.146）その他工業が 一 、6>.4 7 4 





























































いって大島が 27人（ 0.015）、 21人（ 0.013）、 17人（ 0.012）、 76 5人（0.259)
1. 2 8 0人（ 0.499）であり、尽摘は 58人（ 0.047）、 69人（ 0.044）、 66人（ 0. 0 




















期！慣にいって大島の金属機械は5人.（ 0.245）、 1人（ 0.092）、 7人（ 0.025）、 31 0 
人｛ 0.329）俗学は 2人（ 0.083). 0.3人（は 02 2 ）、 o人、 0人、繊維は O人、 0人、
7 4 0人（ 0.393）、 93 0人（ 0.629）その他工業は 14人（ 0.673）、 16人（0.88 5 ) 
1 8人（ 0. 5 8 3 ）、 40入（ 0.043）である。実質的には第E期と第百期の金属機械と俗学は
その他工業に含めて良いであろうから、これらの両昂u~こはその他工業という雑工業が大島工業の全
てであったといって良いのである。ところが、第IV期には実質的に繊維がすべてであり、第V期は





いえる。一方院補は金属機械が17人（ 0.381）、 4人｛ 0.062）、 12人（ 0.149）であ
り俗学はまったく存在せず、競維は 28人（ 0.355）、 15人（ 0.312入 9.8人（ 0.411)


















う。ところが昭和 11年に一挙にその他工業で 1.2 3 4名まで増加するのだが、その大部分は日本
電気冶金や呉羽紡績の臨時雇だったと想像されるが、金属機械や繊維という明確な業種に分類され
る程の仕事の内容ではなかったのであろう。昭和13年にその他工業に一挙に 1名になって金属機
械が 7人出てくる。その他業種がここに始めて出て来るのであるが、昭和 17年には金属機俄は O

























T. 4～T 1 0 
T 1 3～s 5 
s 5～s 1 3 





































IV 15. 194 
















































t 3~） lco ~；） 
。J(o.~；） J(o. 7~~）1 
｜ベi)I (0. 6~~）1 




大島~ l¥ 2 
計！金居機械i化干T蔽維iその他「抵石1苔職竺1化
（和.:f I ：：伊子） l（：~： l(O
(.0 . 0  （臥 02~）＼（ o. ：崎g)I＜乱1~i) i 1::f co. 0七〉








I ~ 基 廠一_L__L 四一一一同三－1t1返信州l「ィげ「政維｜そのι医計｜金展開町日~
2. 303 I t 789 i3. 306 。514)1（乱 424)I i 




Ji[ I 4. 3s2 
I 6.182 
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216 I 44 
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242 I 31 
(0. 039) 1(0. 005) 
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56 I 1.1 56 I t 926 
(0. 017~ (0. 351)j(O. 583 
13 ! 1.230 I 2.060 
(0. 007 ~ (0. 354 )! (0. 592 
149 I t 337 I 2.528 
(0. 025)! (O. 289)! (0. 542,; 
I 
射 7k 高 回
総数 金属機械 化学 紋維｜その他 総数 金属機械 化学 It,）品維｜その他
6. 581 一一一一
一一 一 一一JI 
8. 343 5: 477 匂川三 817
I （刊R 刊山……1“由向町6珂明5町引「）川川川…〈但引川a引山1筒5 ( 4 16) (0. 01 ) （は 1田） (0.460 
6. 324 t 946 t 266 c5: o~ s. 807 3. 330 223 h rt~ B: ~~ N (0. (0. 163) (0. 153) 5 ) 
8. 752 3. 367 698 2. 262 2. 425 14-2141 ふ457 11.071 2.~~914.327 v I co.42 i (0. 398) (0. 076) (0. O) (O. 316 
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I期 M42～T 3 
E期 T 4～T 1 0 
E期 T 1 3～S 5 
就業率の年率 （有業者÷人口〉 W期 s 5～s 1 3 
V期 s 1 3～s 1 9 
！大島！隠栖｜吋…！酉叫
: I I 05町 I0.日t I. u •22 u 551 a 498 a '° a. •白
I o. 499 o. 641 o. 506 ー
];! 0. 447 0. 416 0. 487 な509 0. 503 0. 441 0. 465 0. 449 I ,i•I 必 J;I I I (2) N o. 5 o. o. 4 o. 512 o. 478 o. 446 o. 410 o. 434 
V 建571 0. 467 0. 497 Q 529 0. 507 0. 457 I 0. 440 I 0. 439 
。｝ s 7の就業人口が異常に大きいのでs7を省いて計算している。 s7を入れると第W期は
0.4 9 1である。
~ J (1）と同じ理由でs7を除いて計算、 s7を入れると 0.4 9 1となる。
{3) (1）と同じ理由でs7を除いて計算、 s7を入れると 0.4 3 7となる。
(4) s 7と89の第一次産業人口が異常に多いので省いて計算。両年度を入れると 0.5 1 8と
なる。






れる。もっとも大正5年にかなり大きく増加しているが（大正1年に 1.4 4 1人だったのが大正3




とは智 5.1図から明らかである。第三次人口は第二期では大正4年の 45人、大正7年の 34人で
あって有業人口のそれぞれ2.9必と 2.296でしかない（工業人口もそれぞれ2.0必と 1.5必でしか












減少する。交通が 10人以上になあのは幅制 13年からであり、販売が 10人以上になるのは昭和
？年以降である。第E期以降 10人以上を粍持したのは自由業だけであり、自由美は第E期以降傾




以上の事実を年率で示す方が明確であろう。第 E期以降から期II~に第三次産業全体としては 4 0 
人（ 0.026）、 10 8人（ 0.076）、 92人（ 0.058）、 10 0人（ 0.041）であり、人
数は第E期以降ほぽ一定であって、構成比率が下っている。販売は 5人（ 0.003）、 12人（
0. 0 0 8 ）、 18人（ 0. 0 1 3入 23人（ 0.009）であって、人数はわずかに増加的だが比率
はほぼ一定といって良いが、 1必を越えたのは第W期だけであって会期簡を通ずれば販売業者の 1
f必に足りなかったのである。ガス｝電気は G、。、 1、1で2るってほとんど無視することができょ
う。金融も0、4(0.003.）、 2(0. 0 0 1 ) 0であって無視してもかまわないであろう。交通
は）.a （な 00 6 ）、 7(0.005）、 9(0.004）、 16(0.008）であるが、比率で 1~ち
を超えたことはない。第V:Jf1がわずかに 16人と存在が認められる程度のものである。自由業は 3
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人（ 0.002~ 、 2 2人（ 0.017）、 27人（ 0.019）、37人（ 0.016）と、この業種だけ
は第E期以降指摘するだけの人数を示す比率も 1~ぢ以上なのである。上記の業種の合計が第三次産
業人口に占る割合は 0.4 5、0.4 2、0.6 2、0.7 7であって第W期に 50絡を超電L第V期によう
やく 77 ~弱まで高まったのである。一方、農業人口を第 E期以降の期I!積に示すと 1. 4 8 4人（ ft9 
56 ）~ 1.275人（ U898）、 1.0 3守人（ 0.674）、 1.0 5 5人（ 0.449）であって、




!Ji~桶は第 5. 2図に示す如くであるが第三次産業人口が 10 0人に満ちなかったのは大正4年だけ











1 5 7人（ 0.151）、 23 2人（ 0.187）、 15 6人（ 0.156）であって第E期から第W期
まで上昇的であり、比率も第Z期を除くと 10 ~ぢであって第 E期から第W期まで増加古で第 V期に
低落を示している。販売は 27人（ 0.0.1i7）、 27人（ 0.026）、 50人（ 0.041）、 32 
人（ 0.031）であり、第W期まで上昇的で第V期に減少をみせる。 7lス、電気はな 2入、 1人、
1人なのだが大島同様に無視してよいであろう。金融は 1人（ 0.001）、？人（ 0.u08）、 6
人（ 0.005）、 1人（ 0.001）であってガス、電気に次いで少ないが、大島に比べれば多い。
交通は3人（ U002）、 22人（ 0.021）、 17人（ 0.015）、 12人（ 0.011）であっ
て第E期以降は 10 ~ぢ以上の比率を維持している。自由菊主 1 9人（な01 2 ）、 49人（ 0.048)
8 3人（ 0.Q65）、 77人（ 0,078）であってかなりの数であって第E期以降かなり大きな増
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加したことが分る。これらの業覆が第三次産業に占める割合は 0.4 1、0.6 9、江 68、 0.7九
であって第E期に509援を越え第V期には約80%となっているが、大島が 50%を越えたのは第
IV期になってからなのであった。一方、造業人口は第H期以降1.3 7 5人（ 0.853）、 77 5人





















期！｜一農一一業一第コ次産業一販大売ガス・電気金島 融交 jfil 自 画一
1. 44~1) 一ー 一 』 一 一
1. 480 40 5 。 。 10 3 
I (0. 965) (0. 02ι） (0. 003) （口.006) (0. 002) 
1. 275 108 12 。 4 7 22 
u (0. 898) (0. 076) (D. 008) (0. 003) (0.句5) ( 0.017) 
1. 039 92 18 2 9 27 
IV (0.674) (0. 058) (O. 013) (0. 001) (0. 001) (0. 004) (0. 019) 
v (0. 449) (0. 041) ( 0.009) (0. 001) (0. 008) (0. 01る）1. 055 100 23 1 。 16 37 
大正5年が呉常に多いので省いて計算大正5年を入れると 1.6 7 9人
ほ 柄
期 瓦7三空戸雪喜平 販 売 ガス・電気 金 融 交 通 自 由
896 一 一 一
1. 375 121 27 。 3 19 
I (0. 853) ' (0. 07己） (0. 017) (0. 001) (0. 002) (0. 012) 
775 157 27 2 ？ 22 49 
r (0. 749) (0. 151) (0. 026) (0. 002) (0. 008) (0. 021) (0. 048) 
790 232 50 6 17 
N (0. 636) (0. 187) (0. 041) ( 0.001) (0. 005) (O. 015) ( 065) 
607 156 32 12 77 
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年 大献す 府柏村 富山県 東結西碕 射水（郡A)i 高岡市 i 射水＋｜射水君~ 高岡市波郡波郡 仏） 高岡 伺
人 人 人 人 人 人 人 人 人 人
M 42 3, 137 2, 397 773, 762 90, 570 94, 903 96, 291 34, 201 130, 492 4史39681, 096 
43 ゑ119 2,392 780 681 90, 923 95, 537 97, 978 35, 683 133, 661 50, 275 83, 386 
44 3. 139 2,374 786, 114 91, 021 95, a:; 98, 917 36, 294 135, 211 50, 351 84, 860 
T ミ146 2, 394 790, 936 92, 023196, 274 98, 671 36, 609 135, 280 49. 958 部， 322
2 3, 161 2, 424 803, 578 93, 138 97, 961 9, 579 38, 045 137, 624 49. . 866 87, 758 
3 3, 239 94, 089 9, 213 101, 272 36, 795 138, 067 50, 925 87, 142 
4 3, 152 2, 517 816, 493 92,824 99, 273 101. 808 38, 305 140, 113 50, 518 89, 595 
5 3, 135 2,515 18~7, 092 93, 353 守、 立るf 102, 291 39, 001 141, 292 50, 511 9Ll, 781 
6 ミ167 2,552 816, 841 93, 010 9, 211 100, 587 40, 704 141, 29f 50, 016 91; 275 
7 3, 076. 2.480 801, 202 90, 335 96, 195 9, 482 40, 408 139, 890 48, 444 91, 446 
8 3, 068 2, 475 801, 429 90, 779 96, 369 98, 448 40, 917 13呪365 48;お691, 059 
？ ミ071 2,524 801, 748 90, 504 95, 609 101, 797 41, 281 143. 078 48, 4'.7 94. 6lf 
1 0 3, 135 2,507 802,461 90, 091 95, 331 101, 744 41, 309 143, 053 48. 59~ 94, 46.1 
1 1 3, 116 2, 475 808, 1 4 90, 795 95, 949 102, 430 41, 518 143, 948 48, 548 95, 400 
90, 959 96, 442 104, 121 42, 154 146, 275 48, 989 ？ス 286
1 3 3, 163 I 2, 501 817, 688 90, 785 96, 589 104, 574 4L,595 147, 169 48, 819 98,. 350 
1 4 3, 200 2, 419 826, 744 91, 649 197, 304 10三874 46, 326 150, 200 49, 426 100, 774 
s 1 3, 236 2, 435 825, 323 ~·2, 970 95, 921 104, 581 45, 446 150, 027 48，ι？ 101, 328 
I 2 5, 21 0 2, 453 831, 911 93, 306 95, 888 I 105, 820 45, 980 151, 800 49, 693 102, 107 
3 3, 154 2, 492 838, 568 93, 455 96, 551 101, 778 51, 296 153, 074 50, 351 102, 723 
4 3, J94 2, 464 842, 083 93, 57 6 96, 022 102, 502 51, 674 154, 176 50, 511 103, 665 
5 3,243 2,511 847, 011 93, 610 95, 264 103, 906 52, 314 156, 220 51, 318 104, 902 
92, 695 95, 034 104, 824 53, 016 157, 840 52, 569 105, 271 
I 7 3, 160 2, 457 855, 377 53, 676 158, 955 51, 809 107, 146 
8 3,2'11 2,412 863,791 93, 839 95, 402 103, 652 57, 400 161, 052 5乙052109, 000 
9 3, 179 2, 423 866, 955 93, 571 94, 571 103, 921 57, 936 161, 857 52, 128 10ヌ729
1 0 861, 949 92, 063 92, 305 104, 492 58, 388 162, 880 51, 866 111, 014 
1 1 5, 022 2, 312 845, 573 90, 394 91, 218 106, 414 58 919 165, 333 52, 960 112, 373 
1 2 4, 890 2, 264 834, 177 8ヌ5128, 577 102, 104 5ヌ819161, 923 51, 307 110, 616 
1 3 4, 903 2, 126 832, 873 87, 728 87, 581 104, 293 60, 068 164, 361 50, 783 1113, 578 
1 4 4, 609 2, 183 844, 662 87, 847 87, 244 104, 624 叫 482165, 106 49. 466 115, 640 
1 5 4, 281 2, 123 849, 484 87, 735 87, 486 105, 975 60, 884 166; 859 I 48, 342 118, 517 
1 6 4, 606 2, 188 847, 220 85, 119 87, 489 105, 541 61, 893 167, 434 48, 027 119. 407 
1 7 3, 931 2, 142 853, 581 8'4, 918 86, 796 47, 566 17, 49: 165, 063 47, 566 17, 497 
1 8 ミ858 2, 110 851, 932 82, 927 84, 923 47, 083 114, 48: 161, 565 何回3114, 482 
1 9 4, 037 2, 076 872, 059 85, 892 85, 623 48, 784 1.17, 13: 165, 916 48, 784 17, 132 
20 4, 122 2, 444 956~ 245 9, 865 101,545 56, 961 122, 54~ 17矢510 56, 961 122,549 







M 12 29. 770 18, 490 1, 280 
、43 30, .342 17, 524 12,818 
44 3Q,:S06 17, 924 12,582 
T 1 30, 110 17. 522 12, 5回
2 '301ヰ57 16;.8店 13, 602 
・-.5 51, 448 18, 909 12, 539 
4 2呪470 18, 230 1, 240 
5 29. 344 20, 329 9, 015 
る 28, 1 ~9 19, 581 8, 538 
7 26, 336 24,826 1, 510 
8. .27, 547 19, 553 7, 994 
？ ~o. 201 20 776 呪425
.・10 公民才83.:19. 395 10, 388 
1 27, 386 20, 412 ι，974 
12 2a 525 21, 215 7, 310 
13 29. 006 20, 022 8, 984 
14 49, 6,25 17, 8汚 1, 850 
s ·~ 29，、305 19. 089 10, 216' 
'2 28, 794 18, 570 10, 224 
3 29. 092 18, 205 10, 887 
4 28,：司61 18, 974 矢187． 
28/399 .5‘ 17. 293 1, 106 
6 28, 454 19, 144 9, 310 
7 29. 298 17, 445 1; 853 
’・
_1i !> '1. 533 8 
2払；tる5全: 、 q3. 9 19, 601 7, 035 
i tu- 16, 9.90 10. 747 
' 1 28, 231 17, 743. 10, 508 
12 2(>, 892 : 18,cs邸， :a, 386 
13-23. 052・ 18, 487. '4~ 565 
14 23, 110 17. 651 5, 459 
15 25, 8回 17,田6 7, 919 
16 27, 847 15, 682 12, 165 
17 128, 406 16, 446 1, 960 
付表1(c）高岡市に合併された射水郡の部落の
合併前人口
年 人口 吉官 落 名
M 42 46, 895 伏木商能眠可守マ山関、掛野杖開発佐黒ニ塚新民二上、
43 47, 703 西条
44 48, 566 向上
'T 1 48, 713 向上
2 4虫713 向上
3 50, 347 向上
4 51, 290 向上
5 51, 780 向上
6 50, 571 伏木能町、守山．野村L佐塁王ニ塚．新民ニム
7 51, 038 西条横向目、上下関
8 50, 142 向上
？ 53, 330 向上
10 53, 152 向上
11 53, 882 向上
12 55, 132 向上
13 I 5.，万5 同上
14 54, 448 西伏木条能町L守山野札佐乾二塚新提二上、
s 1 55,882 横田向上
2 56, 127 向上
3 51, 427 伏木能町二守山野村、佐！！，ニ塚新民二上
4 51, 991 向上
5' .52, 588 同上
6 52, 255 向上
7 53, 470 向上
8 51, 600 伏木能町‘守山、野社佐毘ニ塚新湊
9 51, 793 向上
10 52,626 同上
11 53, 454 向上
12 50, 797 向上
13 53, 510 向上
14 55, 158 同上
15 57. 633 向上
16 57, 514 向上
-250ー














「大島村 「富山県年 年 治統計台帳
J現住人口 史J 統計書J j現住人口 史J 統計書j
人 人 人 人 人 人
M 42 3, 137 3 3, 154 3, 154 ゑ154
43 3, 119 3, 170 4 3, 094 3, 094 ゑ094
44 3, 139 ゑ226 5 3, 243 3, 243 ミ243
T 1 3, 146 3, 077 ι 3, 200 3, 200 3, 200 
2 3, 161 3, 136 7 ゑ160 3, 160 3, 160 
3 ゑ239 3, 2'!J 8 3, 211 ゑ211 3, 2'1 
4 3, 152 え144 3, 181 9 3, 179 3, 179 ミ179
5 ミ135 3, 135 10 ミ277 え277 3, 277 
6 3, 167 3, 135 －~. 123 1 5, 022 5, 022 5, 022 
7 3, 076 3, 167 3, 072 12 4,890 4, 890 4,89日
.8 ゑ068 3, 076 3, 112 13 4, 903 4, 903 4, 903 
？ ゑ071 3, 068 3, 081 14 4, 609 4, 609 4, 609 
10 3, 071 3, 136 15 4, 281 4, 281 
11 3, 116 3, 135 3, 117 16 4, 606 4, 606 4, 606 
12 三186 3, 116 3, 186 17 3, 931 4, 609 3, 931 
13 3, 163 ゑ186 三103 18 三858
14 3, 200 3, 103 3, 198 19 4, 037 
15 ×ち〈× ゑ198 ××× 20 4, 122 4, 122 4, 122 
s 1 一 ゑ236 ゑ236 21 4, 382 4, 382 4,382 
2 3, 210 3, 210 三210





をかかげるという暖昧な点を残している。「富山県統計書jはM.42～s 1 9 ( ors 2 1) 
の数字を完備しているロ三系列の数字を比較して注目されることは S2以後はS1 Iを列外
として三系列が一致しているがそれ以前は著しく異っていることである。 s1 7は「台帳」
と「県統計jは同じで「村史Jだけが異っている。 「台帳Jを検討した結果、 s1 7の人口
は忍 93 1人が採用さるべきであり、「村史Jの数字は何かの誤りで為ろうとの結論に達b
た。 M42～s1の期聞については「台帳Jの存する年次のものについては「台帳Jの数字




ていることから「村史Jの方となるべきだろうと考えられたからである Q 'I 5は既述の理由
で「台帳」は現に失われているが「村史Jと「県統計書Jで一致している数字を採用したo
T6～s 1の「村史Jの数字は一年ずれているよ〕に思う。 「村史jの'I7～士 15を一年
くり上げてT6～'I1 4の数字の誤りだとすると「台帳Jの数字と T1 3とT1 4のわずか
の違いを除いて一致する。また、このようにずることによって、 'I1 2の三系列は一致する。
したがって、「台l援」の欠けているT1 0の数字は一年くり上げられた「村史Jの数字の
ミ13 5人を採用した。 T 1 3は一年くりあげられた「村史Jは三 10 3入、 「県統計書J
も同じくゑ 10 3人だが明らかに現台帳のふ 16 3人の誤記である。 T1 4は一年くり上げ
られた「村史Jは3,1 9 8人で「県統計書Jもミ 19 8人だが‘現台帳の三20 0人を採用







金私 千七 I I時 そ骨せ年 総
計 属械 ρヲ＇！＇. 維 の
M 42 7, 781 518 1, 332 5. 041 890 ' 
T 3 7, 703 471 2, 135 3, 696 1, 401 
8 13, 078 1, 740 2, 279 7, 272 1, 787 
？ 12，る？る 1, 192 2, 328 7, 110 2, 066 
10 16, 844 1, 421 2, 332 G, 214 3, 87ア
11 14, 493 1, 021 2, 367 8, 698 2, 407 
12 14, 660 1, 158 1, 703 8, 275 3, 524 
13 15, 638 1, 211 2, 110 9. 039 3, 278 
14・ 15, 38 ! 1, 129 2, 1守？ 8, 971 3. 082 
s 1 15, 133 1, 156 2,512 8, 43る 3, 029 
2 15, :)83 954 2, 669 8, 554 3, 206 
3 15, 741 1, 095 3, 338 
4 14, 596 1, 046 2, 4.;5 8. 241 2,864 
、丈} 1ti,245 990 2, 444 8, 184 2,627 
6 11, 012 8?4 2, 271 8, 3，；よ 2, 4~9 
7 15, 602 1, 112 2, 279 9. 786 2,425 
8 ~3. 276 1, '.'43 2，るニ2 1, 899 2, 702 
2,882 
10 25, 931 2, 680 2, 889 17, 187 3, 175 
11 29，日＇I, ＂＇山良則 3, 177 
12 36, 255 6, 579 3, 404 22, 935 三337
13 1:1, 790 11, 193! 4, 200 22, 938 2, 459 
1ζ組「 1ム問 5, 370 21, 472 4, 362 I 
15 50, 283 20, 880 5, 205 19, 437 4, 761 
16 54，己04 24, 750 5, ti49 18, 911 5, 494 
17 62, 135 32, 217 6, 510 18, 085 5, 323 
2(1 28, 584 4ウ司 939 5, 452 5, 025 5, 168 





年 I 総 I i金機 イ七 縮｜そ白
計局械 学 維の
M42 100. 0 も.7 17. 1 64. 8 1. 4 
T 3・ 100. 0 6. 1 27. 7 47. 8 1e. 4 
8 100. G 13. 3 17. 4 55. 6 13. 7 
？ 100. 0 呪4 18. 3 56. 1 16. 2 
10 100. 0 8. 4 13. 8 54. 7 23. 1 
1 100. 0 7. 0 16. 3 60. 0 16. 7 
12 100. 0 7. 9 1. 6 56. 4 24. 1 
13 100.0 7. 7 13. 5 57. 8 21. 0 
14 100. 0 7. 3 14. 3 58. 3 20. 1 
7. 6 16. 6 55. 7 20. 1 
2 100. 0 6. 2 17. 4 55.6 20. 8 
7. 0 17. 6 54. 2 21. 2 
4 100. 0 7. 2 16. 8 56. 5 19. 5 
5 100. 0 スG 17. 2 57. 5 18. 3 
6 100. 0 6. 4 '17. 8 
7 mo. o 7. 1 14. 6 1.2. 7 15. 6 
3 100. 0 7. 3 12. 8』るs.1 
？ 100. 0 9. 5 1. 5 6. 2 12. 3 
10 100. 0 10. 3 11.1 66.3 12. 3 
11 100. 0 1. 6 12.1 65.8 10. s 
12 100. 0 18. 1 虫4 63. 3 9. 2 
10. 1 54. 9 8. 2 
1. 0 4. 1 10. 0 
15 100. 0 41. 5 1臥4 38. 7 虫4
16 100. 0 45. 3 10. 0 34.6 10. 0 
17 100. 0 51. 8 10. 5 29. 1 8. 6 
20 100: O' 45. 3 19. 1 17. 6 18. 0 
21 100. 0 32.2 23. 0 28. 1 16. 7 
付表2(C) 工業統計による富山県工業人口 f人数）
一職工 4人以下の事業所と全事業所一
職工 4人以下の事業所 ti 職工 5人以上＋職工 4人以下
年 金属 金属
総計 機械 化学 場維 その他 総計 機械 化学
繊維 その他
s 14 14, 196 1, 917 1, 251 1, 982 9. 046 62, 382 18, 899 6, 621 23, 454 13, 408 
15 15, 388 2，回8 1, 458 2,250 9. 592 65, 671 22,968 6, 663 21, 687 14, 353 
16 15, 804 1, 922 1, 525 2,219 10, 138 70, 408 26, 672 6, 974 : 2:1, 1~0 15, 632 




21 虫394 1, 310 1, 042 1, 083 5, 959 59. 364 17, 402 12, 546 15, 124 14, 292 
付表2@.) 工業統計による富山県工業人口（構成比）
一職工 4人以下の事業所と全事業所一






s 14 1, 000 0. 135 0. 088 0. 140 0. 637 1, 000 0. 303 乱 106 0. 376 0. 215 
15 1, 000 0. 136 0. 095 0. 146 0. 623 1, 000 0. 350 0. 101 0. 330 0. 219 
16 1, 000 0. 122 0. 097 乱140 0. 641 1, 000 0. 379 0. 099 0. 300 0. 222 




21 1, 000 0円139 0. 111 乱115 0. 635 1, 000 0. 293 0. 211 0. 255 0. 241 
付表2の注
1 ) 通産省、工業統計50年史による。





宮 山 県 東 瀦 波 郡
年 県外へ 県外より 県外出 県外入 県外へ 県外より 県外出 県外入
出寄留 入寄留 寄留率 寄留率 出寄留 入寄留 寄留率 寄留率
65, 8人00 
人 人 人
M 42 10, 219 0. 086 0. 013 6, 931 330 0. 077 0. 003 
43 66, 515 10, 213 0. 086 0. 013 7, 462 397 0. 082 0. 004 
44 71, 161 10, 328 0. 091 0. 013 7,.595 430 0. 094 0. 005 
T 1 74,237 1, 112 0. 095 0.014 7, 428 574 0. 081 0. 006 
2 74, 690 a. 898 0. 094 0. 011 7, 483 475 0. 081 0. 005 
3 76, 664 8, 754 0. 095 0. 011 7, 493 482 0. 080 0. 005 
4 73, 834 6, 839 0. 091 0. 008 9. 194 437 0. 099 0. 005 
5 81, 155 8, 162 0. 100 0. 010 9. 443 513 0. 100 0. 006 
6 88, 186 8, 938 0. 109 0. 011 10, 239 446 0. 111 0. 005 
7 87, 914 10, 037 0. 111 0. 013 10, 699 574 0. 119 0. 006 
8 93, 173 10, 457 0. 118 0. 013 10, 683 501 0. 119 0. 006 
？ 97, 459 10，刻。 0. 123 0. 013 1, 107 535 0. 123 0. 006 
10 101, 553 9. 751 0. 128 0. 012 1, 854 610 0. 133 0. 007 
11 104, 045 10, 285 0. 130 0. 013 12, 170 790 0. 135 0. 008 
12 109. 600 12, 166 0. 137 0. 015 12, 578 720 0. 140 0. 008 
13 114, 073 14, 292 0. 142 0. 018 13, 159 736 0. 146 0. 008 
14 118, 595 15, 149 0. 146 0. 019 13, 375 890 0. 148 0. 010 
s 1 124, 315 16, 391 0. 154 0. 020 13, 826 1, 056 0. 150 0. 011 
2 127, 227 17, 050 0. 156 0. 021 14, 357 1, 178 0. 156 0. 013 
3 131, 169 19. 719 0. 160 0.024 15, 149 1, 726 0. 165 0. 019 
4 136, 133 20, 718 0. 166 0. 025 15, 022 1; 601 0. 163 0. 017 
5 140, 920 22,695 0. 171 0. 028 15, 581 1, 663 0. 170 0. 018 
6 145, 052 23, 641 0. 175 0. 028 15, 794 1, 467 0. 173 0. 016 
7 151, 273 24, 916 0. 182 0. 030 16, 435 1, 835 0. 179 0. 020 
8 包2,739 25, 731 0. 182 0. 031 16, 548 1, 701 0. 179 0. 018 
？ 156, 505 28, 009 0. 186 0. 033 16, 661 1, 827 0. 181 0. 020 
10 163, 720 29. 182 0. 197 0. 035 18, 066 1, 737 0. 200 0. 019 
11 169. 287 29, 849 0.泊7 0. 036 19, 538 1, 691 0. 220 0. 019 
12 171, 530 31, 632 0. 214 0. 039 T矢田1 1, 870 0. 217 0. 021 
13 171, 613 34, 349 0. 215 0. 043 18, 369 2,593 0. 216 0. 030 
14 174, 311 37, 819 【）.216 0. 047 18, 953 2,413 0. 222 0. 028 
15 174, 384 40, 267 0. 215 0. 050 1史235 2,625 0. 226 0. 031 
16 244, 409 109. 261 0. 331 0. 148 26, 844 5, 888 0. 339 0. 074 
17 174, 021 40, 918 0. 214 0. 050 20, 581 1, 739 0. 248 0. 019 
18 169. 846 45, 956 0. 210 0. 057 19. 765 1, 609 0. 243 0. 020 
19 12呪530 52, 958 0. 158 0. 065 16, 734 4, 484 0. 205 0. 055 
20 90, 042 69. 000 0. 101 0. 078 14, 456 9. 459 0. 161 0. 1回
21 96, 899 56, 218 0. 105 0. 061 13, 876 7, 504 0. 148 0. 080 
-255ー
付表3 県外出入寄留数および出入寄留率 (2) 
西 碗ー 投 郡 射 * 郡
4，守r-
県外へ 県外より 県外出 県外入 県外へ ' L県外より 県外出 県外入
出寄留 入寄留 寄留率 寄留率 出寄留 入寄留 得留率 ：主留率
8, 17人7 
,/¥ 人 人
Jvl 42 351 0, 086 0. 004 5, 816 五；95 。.061 0. 004 
43 6, S86 434 0, 074 0. 005 5, 414 388 0. 055 0. 004 
44 7，もも7 428 0. OE'3 0. 004 る， 797 430 0. 069 0. 004 
T 1 7. 37色、 459 0. 077 0. 005 7. 902 626 0. 081 0. 006 
2 7. 737 551 0. 079 0. 006 8, 810 529 0. 089 0. 005 
3 7. 698 521 I 0. 078 0. 005 8, 845 583 0. 088 0. 006 
4 8, 331 640 0. 084 0. 006 只673 665 0. 096 0. 006 
5 反154 701 0. OS 3 0. C07 又864 748 0. 097 0. 007 
6 ヌ825 715 G. 007 10, 218 762 0. 102 0. 008 
7 10, 218 753 0. 107 0. 008 8 599 826 0. 087 I 0. 008 
8 10, 294 0. 108 0. 0[18 史904 974 0. 101 0. 010 
？ 1, 195 753 0. 118 0. 008 8, 611 1, 387 0. 086 0. 014 
10 I 1, 846 744 0. ~24 0. 008 又414 1, 444 0. 094 0. 014 
1 1, 779 7♀1 0. 124 0. 008 10, 054 1, 071 0. 099 0. 011 
12 1, 926 771 0. 125 。← 008 10 469 1, 965 0. 1C2 0. 019 
！乙 i2, 5.:oJ 813 0. 008 '1, 533 2, 446 。.113 0. 024 
14 12, 844 /70 0. 133 0. 008 2, 537 0. 108 
s 1 13, 282 802 0. 140 0. 008 1, 806 2, 574 0. 115 0. 025 
2 13, 781 879 0. 14 , 1, 935 2, 763 0. 116 0. 027 
3 13, 964 、872 0. 'i46 0. 009 1, 647 l 2, 795 0. 118 0. 028 
4 14, 542 854 0. 153 0. 009 12,088 3, 113 0. 121 。牟 031
5 15, 316 944 0. 162 12,525 ! 3内 59る 0. 125 0. 036 
6 16, 011 849 0. ・170 i2, 801 4, 018 0. 127 。.040 
7 17. 306 968 0. 183 0. 010 13, 499 4, 408 0. 134 0. 044 
8 17, 433 1, 053 0. 184 I 0. 011 13, 567 4,825 0. 137 0. 049 
？ 18, 292 0. 196 0. 015 13, 729 5, 117 0. 139 0. 052 
10 1矢268 1, 500 0. 212 0. 016 13, 869 5, 088 0. 140 0. 051 
1 20, 212 1, 457 0. 226 G. 016 7・，392 5, 554 0. 143 
12 20, 518 1, 540 0. 236 0. 018 14,364 6, 041 0. 150 0. 063 
13 19, 473 1, 392 0. 226 0. 0 16 14, 513 6, 006 0. 147 0. 061 
14 20, 287 1, 420 0. 236 0. 0 17 13, 913 6, 774 0. 142 0. 069 
15 20, 337 1, 441 0. 237 0. 0 i7 1, 709 5, 225 0. 116 0. 052 
16 27. 268 4, 193 0. 328 0. 0 50 18, 555 1, 000 0. 197 。酬 117
17 19, 383 1, 457 0. 227 0. 017 7. 803 1, 019 0. 168 0. 022 
18 18, 685 1, 564 0. 224 0. 0円？ ス533 819 0. 163 0. 018 
19 18, 086 2, 879 0. 218 0. 035 6, 765 2,582 。‘ 147 0. 056 
2日 14, 232 ム249 0. 149 0. 066 
4 i~i 4, 002 0. 094 0. 075 I 21 15, 264 5, 637 0. 156 0. 058 3, 492 0. 120 
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付表3 県外出入寄留数および出入寄留率 (3) 
高 間 市
年 県外へ 県内より｜県外出 県外入
出寄留 入容留 a寄留率 寄留率
人 人
M 42 3, 037 915 0. 091 0. 028 
43 2, 870 1, 011 0. 083 0. 029 
44 ミ186 1, 052 0. 091 0. 030 
T 1 3, 647 1, 218 0. 103 0. 034 
2 2, 901 1, 287 0. 079 0. 035 
3 3, 202 649 0. 088 0. 018 
4 3, 180 1, 163 0. 086 0. 031 
5 ミ546' 1, 520 0. 095 0. 040 
6 4,220 1, 749 0. 108 0. 045 
7 4, 707 1, 510 0. 121 0. 039 
8 4, :118 1, 693 0. 105 0. 043 
9 4, 416 1, 870 0. 112 0. 047 
10 4, 471 1, 636 0. 112 0. 041 
11 4, 518 1, s92 I 0. 113 0. 040 
12 4, 305 1, 775 0. 107 0. 044 
13 4, 376 1, 643 0. 107 0. 040 
14 4,467 1, 858 0. 101 0. 042 
1 5,985 2, 751 0. 141 0. 064 
2 5, 943 2, 949 0. 138 0. 069 
3 ム812 ミ201 0. 142 0. 067 
L' 合 7, 855 3, 953 0. 165 0. 083 I 
5 8, 268 4, 159 0. 172 0. 086 
6 4, 159 0. 173 0. 085 
8, 953 4, 461 0. 182 0. 091 
9. 629 4, 738 0. 183 0. 090 
？ 10, 060 4, 983 0. 190 0. 094 
10 11 172 5, 685 0. 212 0. 108 
11 1, 633 5, 832 0. 219 0. 110 
12 12, 326 ム458 0. 232 0. 121 
13 12,933 7, 006 0. 244 0. 132 
14 13, 556 7, 268 0. 1255 0. 137 
15 14,589 8, 987 0. 281 0. 173 
16 23, 956 22, 635 0. 612 0. 575 
17 21, 554 13, 051 0. 206 0. 125 
18 23, 918 14, 216 0. 239 0. 142 
19 4 515 4, 249 0. 040 0. 038 
20 4,359 6, 236 0. 038 0. 054 
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：；：：ぎ｜：引；： rn：：~ I 




0. 075 21 0. 248 
16 0. 282 













































出 寄 留 入寄留 出寄留入寄d出寄 入寄 県外出 県外入
年
県内 県 i計 県内民外 率 留率 留率 寄留率 寄留率’
人 人 人 人 人 人
M・42 30 147 195 15 。15 0. 154 1, 000 0. 082 0. 006 0. 061 。
43 33 178 234 18 12 30 0. 141 0. 600 0. 099 0. 013 0. 075 0. 005 
44 35 192 247 20 1 31 0. 142 0. 645 0. 105 0. 013 0. 081 0. 005 
T 1 31 229 283 16 18 34 0. 110 0. 471 0. 120 0. 014 0. 096 o. ・os 
2 28 269 319 26 18 44 0. 088 0.担。 0. 134 0. 018 0. 112 0. 007 
3 44 218 283 18 9 27 0. 150 0. 666 0. 115 0. 011 0. 088 0. 004 
4 52 220 296 56 26 82 0. 176 0. 683 0, 122 0. 035 0. 088 0. 010 
5 49 227 300 58 22 80 0. 163 0. 725 0. 123 0. 033 0. 091 0. 009 
6 65 223 312 52 17 69 0. 208 0. 755 0. 126 0.位80. 0田 0. 007 
7 53 240 351 31 16 50 o. 151 0. 620 0. 144 0. 021 0. 098 0. 007 
8 57 267 386 44 21 65 0. 148 0. 675 0. 160 0. 027 仏 109 0. 009 
？ 59 276 359 45 23 68 0. 164 0. 662 0. 146 0. 028 0. 110 0. 009 
10 “ 323 395 45 18 63 0. 167 0. 715 0. 162 0. 026 0. 130 0. 007 11 泊 338 438 45 17 62 0. 160 0. 725 0. 1恒 0. 026 0. 137 0. 007 
12 I 83 277 406 40 16 56 0. 204 乱 715 0. 166 0. 023 0. 112 0. 006 
13 80 321 434 40 19 59 0. 184 0. 678 0. 178 0. 024 0. 129 0. 008 
14 79 399 491 21 13 34 0. 161 0. 618 0. 208 0. 014 0. 166 0. 005 
s 1 83 415 508 33 17 50 0. 163 0.“。 0. 213 0. 021 0. 171 
2 75 429 525 39 19 58 0. 143 0. 672 0. 219 0. 024 0. 177 0. 008 
3 部 379 504 38 18 56 0. 175 0. 680 0. 207 0. 023 0. 154 0. 007 
4 90 417 536 38 16 54 0. 168 0. 705 0. 222 0.包2 0. 170 o. o7 
5 103 396 527 33 14 47 0. 195 0. 701 0. 214 0. 019 0. 158 0. 006 
る 110 403 532 21 13 34 0. 207 0. 618 0. 216 0. 014 0. 163 0. 005 
7 106 457 589 17 13 30 0. 180 0. 566 0. 243' 0. 012 0. 187 0. OL.5 
8 114 520 660 22 10 32 0. 173 0. 687 0. 277 0. 013. 0. 216 0. 004 
？ 179 499 712 22 12 34 0. 252 0. 646 0. 298 0. 014 0. 208 ・ o. ore 
10 139 653 848 27 1 38 0. 164 0. 711 o. 375 0. 017 0. 285 。’005
11 115 713 872 24 7 33 0. 132 0. 728 0. 383 0. 014 0. 310 0. 003 
12 128 752 971 29 13 52 0. 132 0. 558 0. 439 0. 024 0. 334 0. 006 
13 169 792 1, 106 44 12 65 0. 173 0. 678 0. 537 0. 032 0. 375 0. 006 
14 165 751 1, 069 46 18 69 0. 175 0. 667 0. 506 0. 032 0. 348 0. 008 
15 176 793 1, 129 36 14 63 0. 156 な 572 な548 0. 031 0. 376 0. 007 
16 162 767 1, 165 123 15 153 0. 139 0. 805 0. 572 0. 075 0. 354 0. 007 
17 177 806 '1, 228 138 19 174 0. 144 0. 794 0. 624 0. 088 乱 380 o. 009 
18 211 783 1, 253 127 40 184 0. 168 0. 690 0. 651 0. o96 0. 378 0. 019 
19 207 693 1, 289 101 77 208 0. 161 0. 485 0. 690 0. 111 0. 344 0. 038 
20 400 360 1, 089 75 280 379 0. 368 0. 198 0. 527 0. 18410. 167 0.129 
21 433 379 886 65 159 ! 227 I 0.4S8 0. 286 0. 393 0. 101 0. 163 ' 0.邸9I 
＝出（入｝寄留計
.......－－，、’‘－L・－’ 長外出（L¥l寄留



































































86, 626 8, 779 4矢口2358, 345 238, 737 
96, 978 虫72048, 709 5父034243, 571 257, 698 
107, 784 虫4887:;7, 807 47, 748 
53, 837 
236, 651 251, 970 
106, 619 9, 248 44, 104 217, 843 233, 799 
109. 517 ヌ86846, 000 56, 397 238, 677 
136, 210 13, 425 51, 444 6, 110 229, 836 249, 523 
111, 310 1, 030 55, 274 62,388 223, 435 242, 530 







































業 がス電気i金商 融 交 通 自 由
人 人｜ 人 人 人 /o 
5叉436 1 864 4, 695 7, 567 422,056 54. 55 
40, 717 2, 002 5, 987 7, 690 41父111 53. 69 
40, 091 5, 084 8, 004 419, 688 53. 39 
42, 665 2, 172 4, 796 8, 103 42又442 54. 30 
41, 915 2, 389 ~. 752 8, 223 434, 708 54. 10 
42, 471 4, 491 8, 432 441, 753 54. 41 
34, 289 1, 455 5, 953 4, 286 412, 085 50. 47 
36, 187 i, 401 7, 062 4, 642 415, 895 51. 91 
34, 617 530 1, 530 8, 948 9, 085 4ヌ52
3矢内.50 561 1, 331 主074 9, 922 413, 710 50. 59 
41, 128 634 1, 309 ヌ010 ヌ775 49. 37 
5ヌ741 1, 034 1, 596 10, 686 394, 255 47. 02 
40, 830 1, 045 1, 827 7, 998 1, 299 404, 591 47. 77 
54, 524 1, 045 2, 766 守、守守守 17, 438 451, 843 52. 82 
40, 037 1, 020 1, 527 7, 788 12,860 48. 01 
43, 426 1, 442 1, 747 10, 432 13, 614 408, 114 48. 26 
42, 353 2, 350 1, 658 7, 808 14, 908 403, 255 48, 45 
42,812 2, 409 1, 801 10, 205 17, 931 423, 216 49. 82 
25, 867 3, 032 2, 190 1, 811 50. 72 
39, 347 3, 911 2,817 12,845 28, 352 54叉962 56. 32 
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付表5 (b) 富山県職業別人口（産業部門別構成比）




総計 工業 建設 総計 商業 電気 金融 交通 自由
°lo 妬 需 ヲも % % % % ヲも % 男
M 42 8. 2 
43 8. 7 
44 虫T
T 1 9. 1 
2 9. 5 
3 8. 9 
4 65. 0 62.4 14. 4 1. 9 2. 1 20. 6 8. 3 0. 4 1. 4 1. 0 
5 
6 
7 63. 1 60. 6 15. 3 12. 7 2.3 21. 6 8. 7 0. 3 1. 7 1. 1 
8 
9 
10 63. 5 60. 0 14. 7 12. 3 2.2 21. 8 8. 7 0. 1 0. 4 2.3 2.3 
11 
12 
13 62.3 58. 9 14. 3 1. 8 2.3 9. 4 0. 1 2.4 
,14 
s 1 61. 8 58. 1 11. 7 虫3 2.3 26. 4 1D. 1 0. 2 0. 3 2.2 2.4 
2 
3 59. 3 55. 3 13. 7 1. 2 2.3 27. 0 10. 1 0. 3 0. 1. 2.3 2. 7 
’ 4 
5 5虫O 54. 7 13. 9 1. 4 2.4 27. 1 10. 1 0. 3 0. 5 2.0 2.8 
ι 
7 5. 2 50. 9 14. 6 1. 4 3. 0 30. 1 12. 1 0. 2 0. 6 2.2 3. 9 
8 
9 58. 3 53. 7 15. 0 13. 3 2. 6 26: 7 史6 0. 2 0. 4 1. 9 3. 1 
10 
11 55.5 51. 4 16. 9 13. 9 2.7 27. 6 10. 6 0. 4 0. 4 2.6 3. 3 
12 
13 51. 5 48. 2 21. 8 1虫1 2.5 26. 6 10. 5 0. 6 臥4 1. 9 3. 7 
14 




19 47. 2 44. 6 27. 4 24. 0 3. 1 25. 4 5. 8 !0.7 0. 5 2.7 5. 5 
20 








！年 計 属械 寸ρ－＂.一
JM 42 人34. 609 
43 36. 739 
且4 38, 285 
T 1 3司； 286
2 41, 019 
3 5ヌ泊6
4 48,887 4,336 8, 489 
5 
ι 
7 52, 678 5, 492 気598
8 
？ 
10 49, 023 5, 492 9, 010 
11 
12 
13 48, 709 5, 984 7, 529 
14 
37, 808 5, 737 2, 299 
2 
6, 851 2, 9守8
4 
5 46, 000 7, 379 ゑ170
6 
7 51, 444 7, 734 2,212 
8 
9 55, 274 5, 455 2, 643 
10 
11 56, 895 6, 769 2, 870 
12 
13 76, 834 17, 363 5, 860 
14 




19 10.), 348 日， 269 12,996 
20 




1, 774 24, 288 
引519 28, 069 
京481 25, 040 
10, 440 25, 206 
7, 105 22, 667 
9. 986 24, 269 
呪334 26, 117 
1, 150 30, 348 
15, 482 31，ι94 
20, 591 26, 665 
26, 196 27, 415 
22,S68 28, 397 
11, 216 28, 867 




総 金機 イ七 織 そ
年 の







4 100. 0 8. 9 1Z 4 24. 1 49. 7 
5 
ι 
7 100. 0 10. 4 18. 2 1a t 53. 3' 
8 
？ 
10 100. 0 1. 2 18. 4 19. 3 51. 1 
11 
12 
13 100. 0 12. 3 15. 5 21. 4 50. 8 
14 
s 1 100. 0 15. 2 6. 1 t8.'8 60. 0 
2 
3 100. 0 15. 5 6. 8 22.6 55. 0 
4 
5 100. 0 16. 1 6.守 20. 3 56.8 
ι 
7 100. 0 15. O' 4. 3 21. 7 59. 0 
8 
？ 100. 0 9. 9 4.8 28. 0 57. 3 
10 
11 100. 0 1. 9 5. 0 36. 2 46. 9 
12 
13 100. 0 22.6 7.ι 34. 1 35. 7 
14 




19 100. 0 50. 1 12.2 ms 27. 1 
20 
21 100. 0 32.9 10. 0 1虫7 3Z 4 
付表 6 ~め 射水郡＋高岡市職業別人口（産業部門別人数）
c'.p 一 一
次 1
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1. 933 I 24, 063/ 8, 2s2 I 206 
1, 986 I/22, 375! 7. so1 I 352 












































































































39') 12, 899/ 2; 001¥/69, 065 I 44. 21 
688 12, 996/ 2, 1731171. 644 I 45. Oi 
443 12, 523/ 2, 48~J68, 392 I 42. 2~ 
453 I三748/3, o6dln. 165 I 4ふるE
428 12. 0001三2691171,490 I 43.4S 
478 13, 5521三56到7三019J 43. 761 
448 14, 2131 三 67~173. 869 I 44.52 
切；3.22014，吋偽似！仏語
付表6 （む） 射水郡＋高岡市職業別人口（産業部門別構成比）
第一次 第 一 次 第 次一 一
ど竿
総計 農業 総計 工業 建設 総計 商業 ガス 金融 交通 自由
電気
ヲも % 妬 売 ，／ず'O 需 % ヲも % ヲも % 
M 42 1. 6 
43 13. 7 
44 14. 7 
T 14. 9 
2 14. 9 










13 42.8 3Z 9 22. 6 19. 8 2. 4 34. 7 13. 0 0. 1 。5 5. 1 2.5 
1<.• 
s 1 43, 3 18. 0 2.6 35. 6 13. 2 0. 1 0. 4 6. 0 2. 6 
2 
3 40. 8 35. 5 22. 8 T立5 3. 0 36. 4 13. 4 0. 2 0. 4 5. 6 2.8 
4 
5 42. 8 35. 4 22. 4 19. 1 2.8 34.8 1. 9 0. 3 0. 6 4.2 2.9 
6 
7 L!4. 9 3ZO 23.9 20. 0 2.8 31. 2 10. 9 0. 5 1. 0 4. 2 3. 0 
8 
？ 45. 9 17. 7 2. 6 10. 9 0. 3 0. 6 3. 7 3.ι 
10 
11 40. 5 3. 6 24. 1 20. 6 2.9 35. 9 13. 9 0. 3 0. 6 5.2 4. 2 
12 
13 34. 3 30.9 32. 8 30. 0 2. 1 32. 9 14. 4 0. 5 0. 6 2.8 4. 6 
14 




19 32. 0 30. 1 40. 2 35. 2 4.6 27. 8 3. 5 0. 5 0. 6 5. 7 7. 7 
20 





輸総 金機 イ七 そ
の




44 8, 909 
T 1 ヌ244
2 9, 542 










13 13, 245 ミ576 245 2,582 6，と.＋2
14 
s 1 12, 033 .3, 519 9(15 1, 508 6, 101 
2 
3 13, 404 4, 146 889 1, 482 6, 887 
4 
5 13, 201 4, 474 877 1, 183 も‘ι7
ι 
7 14, 339 5, 100 856 1, 352 7, 031 
8 
9 12, 126 ゑ146 1, 067 762 6, 951 
10 
11 14,874 3, 773 1, 073 ミ312 6, 716 
12 
13 21, 427 5, 494 1, 975 7, 262 6, 6'l6 
14 




19 26, 008 16, 440 1, 710 1, 067 6, 791 
20 





















13 27. 0 1. 8 1史5 51. ; 
14 
s 1 29. 3 12.5 50.; 
30. 9 6. 6 1. 1 51. ' 
3. 9 ι．ι 史0 50. ~ 
ι 
7 35.6 6. 0 9. 4 49. ( 
8 
？ 25. 9 a a 
10 
11 25. 4 7. 2 22. 3 45.; 
12 
13 25.6 9. 2 13. 9 31. : 
14 




19 63. 2 6. 6 4. 1 26. 1 
20 i 
21 52.9 8. 3 10. 2 28. l 
付表 7 (a) 東碕投郡職業別人口 f産業部門別人数）
一 次 1一 次 次 有業 有業 1一
総計 工業 建設 総計 商業ガス電 金融 交通 自由 者計 者率
入、 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 人 ヲ5
M 42 43, 688 43, 608 6, 301 4, 432 1, 781 10, 150 4,597 280 60 857 60, 139 66. 4日
43 40, 567 40, 494 6, 334 4, 440 1, 800 10, 441 4 831 265 59 855 57, 342 63. 07 
44 40, 269 40, 207 6, 878 4, 757 1. 815 7, 446 2, 712 191 日 813 54,593 59. 98 
T 1 37, 708 39. 647 8, 792 5, 426 3, 034 8, 616 3, 243 2盟 6~ 848 57, 116 62.07 
2 39. 496 5司： 427 8, 80日 5, 480 2, 918 8, 624 3, 191 305 61 866 56, 920 61. 12 










13 34, :s3 3, 956 5, 323 3, 937 1, 368 7, 350 2,855 25 90 326 878 46, 936 51. 70 
14 
s 1 35, 093 34, 743 4, 735 ミ282 1, 433 8, 954 2,509 49 101 324 回。 48, 7位 52. 47 
2 
3 31, 859 31, 128 6, 554 4, 991 1, 545 7, 604 2, 303 7ι 85 345 919 46, 017 49. 24 
4 
5 32, 895 32, 380 6, 408 5, 198 1, 189 7, 667 2, 300 62 115 367 837 46, 970 50. 18 
6 
7 33, 427 32 264 6, 590 5, 15:< 1, 349 7, 7日 2, 062 63 90 430 1, 289 47, 770 51. 16 
8 
9 3, 181 32,288 7, 808 6, 536 1, 194 7, 664 2, 292 103 122 465 1, 486 48, 653 52.00 
10 
11 30, 278 29, 650 8, 051 ム849 1, 148 7,ιι7 1, 965 160 142 480 1, 384 45, 996 50. 88 
12 
13 29. 5'96 28, 929 8, 271 7, 177 1, 054 7, 495 2, 203 132 113 483 1, 501 45, 362 51. 71 
14 




19 29. 154 28, 008 呪126 7, 444 1, 609 9, 890 1, 597 337 281 737 2,523 48, 170 56. o~ 
20 
21 43, 197 42, 189 1, 646 9, 500 2, 006 13, 059 3, 383 227 262 1, 150 3, 761 67, 902 66. 90 
-267-
付表7 (b) 東腐波郡職業別人口 f産業部門別構成比 7
第一次｜ 第 一 次 第 次
年
総計 農業 総計 工業 建設 総計 商業 ガス 金融 交通 自由
電
% 9も % qも 可も 妬 % % ヲも 妬 ヲも
M 42 z 4 
43 z 7 
44 8. 7 
T 1 虫5
2 守． ι










13 73. 0 72. 3 11. 3 8. 4 6. 1 0. 1 0. 2 0. 7 1. 8 
14 
s 1 7t 8 71. 2 守.7 も.7‘ 5. 1 0. 1 0. 2 
2 
3 69. 2 も；zも 14. 2 10. 8 3. 4“16. 5 5. 0 0. 2 0. 2 0. 7 2. 0 
4 
5 70. 0 68. 9 13. 6 1. 1 2.5 16. 3 0. 2 0. 8 1. 8 
ι 
7 70. 0 も1ーも 13. 8 10. 8 2.8 16. 2 4. 3 0. 1 0. 2 0. 9 2. 7 
8 
？ 68. 2 66. 4 16. 0 13. 4 2.5 15. 8 4. 7 D. 2 0. 3 1. 0 3. 1 
10 
11 65. 8 64. 5 17. 5 14. 9 3. 0 16. 7 4. 3 0. 3 0. 3 1. 0 3. 0 
12 
13 65. 2 63. 8 18. 2 15. 8 4. 9 0. 3 0. 2 1. 1 3. 3 
14 
15 もι．ι 14. 4 2. 5 i 16.4 4. 5 0. 4 0. 3 1. 0 3. 7 
16 
17 
日 1! 18.9 
18 
19 60. 5 15. 5 3. 3 I! 20. 5 3. 3 0. 7 。.6 1. 5 5. 2 
20 




総 金機 イ七 繍
&E 
計 属械 す戸＂，与－ 維
人 人 人 人
M 42 4, 432 
43 4, 440 
44 4, 757 
T 1 5, 426 
2 5, 480 










13 3, 937 227 55 1, 919 
14 
s 1 3, 282 235 49 1, 235 
2 
3 4, 9.91 191 33- 3, 167 
4 
5 5, 198 212 38 2, 891 
ι 
7 5, 152 215 30 ゑ360
8 I 
？ 6, 536 252 28 4, 351 
10 
1 6, 849 235 26 4, 927 
12 
13 7, 177 298 35 5, 133 
14 




19 7, 444 ゑ596 90 6臼
20 
















計 属械 ヲ民'f: 維
















13 1GO. 0 5.8 . 1.4 48. 7 
14 
s 1 100. 0 z 2 1. 5 37. 6 
2 
3 100. 0 3. 8 0. 7 63. 5 
4 
5 100. 0 4. 0 0. 7 55. 6 
も
7 100. 0 4. 2 0. 6 65. 2 
8 
？ 100. 0 3. 9 0. 4 6. 6 
10 
11 100. 0 3. 4 0. 4 71. 9 
12 
13 100. 0 4.2 o. 5 71. 5 
14 




19 100. 0 4& 3 1. 2 as 
20 



















































1, 5931143, 870 













































































































~ 人i 人1, 123 !7. 316I三010
1, os2 17. no j3, 304 
1, os9 17. so3 13. 300 
1, 199 1s. 460 13, s1 o 
1. 431 18, 06412, 886 







































?? ? ? ?
?
? ? ? ?
? ? ?











































































































付表8 (b) 西磁波郡職業別人口 f産業部門別構成比）
｜第一次 第 一 次 i 第 次一
年
工業 i建設 ｜ガス総計 農業 総計 総計 商業 電 金融 交通 自由
M 42 マ。 '.)& % ι占ゐ ヲb % % % % ヲb % 
43 Z4 
44 7. 4 
T 1 6. 8 
2 6. 3 










13 74. 4 73. 6 7. 8 ι. 7 1. 0 17. 8 5.5 0. 2 0. 1 1. 2 1. 8 
14 
s 1 78. 4 7.ι 7. 8 6. 4 1. 3 5. 3 0. 2 0. 1 1. 0 1. 9 
2 
3 75. 8. 8. 3 6. 9 1. 3 i 15. 9 7. 2 0. 2 0. 2 0. 9 2. 1 
4 
5 74. 7 74. 4 及。 7. 4 1. 5 16. 3 7. 2 0. 3 0. 2 1. 0 2.2 
ι 
7 75. 5 74. 9 8. 5 6. 8 1. 5 16. 0 6. 7 0. 3 0. 2 0. 9 2.3 
8 
？ 76. 3 76. 0 守.6 7. 4 1. 9 14. 1 6.5 0. 3 0. 2 1. 1 2.6 
10 
1 73. 4 72. 9 10. 0 7. 9 1.9 16. 6 6. 9 0. 3 0. 2 1. 1 2.6 
12 
13 71. 1 70. 5 12. 2 10. 1 1. 8 16. 7 6. 5 0. 3 0. 3 1. 3 2.8 
14、




19 70. 7 70. 0 14. 5 13 . .0 1. 3 14. 8 2.6 0. 3 0. 3 1. 9 4. 1 
20 




~ i 金機 イ七 え我
年
計 属械 学 維－
















13 え654 241 103 1, 173 
14 
s 1 ミ129 145 62 1, 222 
2 
3 ミ107 139 22 1, 006 
4 
5 3, 335 149 36 1, 224 
6 
7 ミ117 161 6 1, 221 
8 
？ 3, 315 163 7 1, 238 
10 
11 3, 451 184 8 950 
12 
13 4, 168 212 7 1, 518 
14 





















盆 i総 l金機 化｜織 その
計 属械 i抽弓ト£． F佐 他
込． 句”’－一
















13 100. 0 6. 6 2.8 
1 I 
s 1 100. 0 4.6 2.0 39. 1 54. 3 
2 
3 100. 0 4. 5 0. 7 32. 4 62. 4 
4 
5 100. 0 4. 5 t 1 36. 7 57. 8 
6 
7 100. 0 5. 2 I 0. 2 5虫2 55. 5 
8 
？ 100. 0 4.9 0. 2 37. 3 57. 5 
10 
1 100. 0 5. 3 0. 2 27. 5 もι．守
12 
13 100. 0 5. 1 0. 2 36. 4 sa 3 
14 




19 100. 0 31. 7 6. 9 20. 5 40. 9 
20 
21 100. 0 17. 3 6. 2 14. 3 62.2 
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830 :48, 435 49. 43 
201 1, 814 897 47, 131 4Z 65 
251 1, 675 889 48, 102 48. 75 
345 1, 649 982 49. 298 49. 51 
36~ 1, 632 1, 017 51, 300 50. 66 
…11…γ89 
ヤ＇・＂＇ I崎山把
158 242 1, 035 44, 967 I 43. 28 十1,127崎町文日
乞.30 046 1, 149 47. 966 I 46. 16 
……………lれ川1刊印巾寸5訂閉イオす十7列イ：：I：↑： : 
129 It 179 I 1, 494 4, 991 I 43. 14 
174 iz,49411, 644 4, 705 I 42. 18 























































??? ?6. 4 0. 3 0. 1 8. 3 51. 3 I 14. s I 1. 6 58. 0 
1. 9 8. 3 。.3 0. 1 7. 6 10. 7 60. 4 s 
8. 0 0. 3 0. 1 7. 8 28. 0 
27. 0 
2.9 虫012.6 51. 1 5史5
5. 0 0. 4 0. 1 z 1 2. 8 9. 1 12.5 49. 2 60. 5 
0. 4 0. 3 8. 3 27. 4 2.5 8. 8 12. 9 -18. 5 5虫る
QS 0. 2 7. 3 26. 6 2. 8 10. 4 '13. 8 48. 7 5史5






4. 2 : 
2.6 0. 3 8. 8 24. 7 2.2 23. 5 26. 5 43. 6 48. 8 
5.6 7. 2 25.4 2.3 23. 4 





















総 金機 イ七 時
計 属械 －戸1-与 維
人 人 人 人
M 42 1, 257 
43 2, 121 
44 2,214 
T 1 2, 188 
2 2,354 










13 5, 6il} 502 708 1, 696 
14 
s 1 4,898 612 721 1, 006 
2 
. ,3 3, 922 340 739 209 
4 
5 4, 082 354 818 179 
ι 
7 4, 420 402 797 126 
8 
？ 4, 979 606 1, 008 406 
10 
7, 572 1, 157 956 2, 120 
12 
13 10, 565 2, 816 1, 152 ゑ499
14 




19 139 679. 
20 
21 ゑ167 1; 478 225 322 
付表9(d.）射水郡職業別人口
f工業部門構成比 1
そ 金機 イ七 特 そ
(/) の
他 属械 学 維 他
















2, 704 13 100. 0 9. 0 12.6 30.2 48. 2 
14 
2, 559 s 1 100. 0 12.5 14. 7 20. 5 52.2 
2 
2,634 3 100. 0 8. 6 18. 8 5. 3 ι17.空
4 
2, 731 5 100. 0 8. 7 20. 0 4. 4 66. 9 
6 
3, 095 7 100. 0 9. 1 18. 0 2. 9 70. 0 
8 
2, 959 ？ 100. 0 12;2 20. 2 8.2 5虫4
10 
ミ339 11 100. 0 15. 3 12. 6 28. 0 44. 1 
12 
3. 098 13 10Q. 0 26. 7 10. 9 33. i 29. 3 
14 




1, 291 19 100. 0 59. 6 2. 7 13. 0 24. 7 
20 
1, 142 21 100. 0 46.7 7. 1 10. 2 36. 1 
』，M戸・ーー ーーー
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什表 1o (a) 志向計J1:'"¥ ；呉川入口 ft主三宅部門別人数）
44 
τ1 1叶H7, 654 I 1服 52 
2 200 130 7, 800 7, 188 612 6, 86 3, 79 52 
3 178 957 6, 18 3, 632 285 42! 
4 
ら
6631 仏 1ll8.146 I 7,6::1 
T寸 1寸7♂l7, 135 
51γ4, :::1 日 I175 I 331 












































11 I 1t 4 I 1t 3 I34. 3 I 3t 4 






















































































『??? 1. 5 3. 7 
1. 0 2. 7 4. 0 
2. 3 I 2.9 4. 9 
???? ??? も．ι
54. 3 I 27. 2 I o.4 I 1.o I 3.s I 7.3 
-16. 91 2五日









1. 1 3. 1 I 6.7 





















































































o. 41 2. 9 I o.5 




























1. 1 I o 
。＿ 5 I o 
o. 2 I o 
4. 4 I o.3 
o. 4 I o. 1 
o. 9 I o.1 








。。.6 I o.3 
o I o.6 I o.1 
0. 2 0. 4 1. 0 
0. 5 1.0 I 2.4 
0. 2 0.21 1.6 
0. 1 0.31 1.7 
。o. 5 I 4. 3 
0. 2 0.3! 1.0 
。o. 8 I o.8 
。1. o I 1. s 
。o. 5 I 2. 2 
0. 1 o.& I 2. 3 
付表11 （め 犬島村職業男！！人口
f工業部門人数〕
総 金機 イ七 時
年
計 属械 戸弓注a一， 維




T 1 34 
2 
3 30 
4 25 6 。
5 
ι 










3 14 。 2 。
4 
5 23 。 。 。
6 
，ー， 。 。 。
8 
？ 2 。 。
10 
1 1, 692 1 0 。1, 662 
12 




17 830 25 。 751 
18 
19 935 883 。 。
20 





















緑、 金機 イ七 織 そ
年 の
計 属械 許うA乙＂・ 維 他







4 100. 0 24. 0 4. 0 。72. 0 
5 
6 
















ヲ 1 DO. 0 10. 5 。。89. 5 
10 
11 100. 0 0. 6 
。9a 2 1. 2 
12 




17 100. 0 3. 0 。90. 5 6. 5 
18 
19 100. 0 94.4 。。5. 6 
20 
21 100. 0 94.8 1. 0 。4. 2 
付表12 (a) 府栢村職業別人口 f産業部門別人数〕
一 次 一 次 次 i 有業 有業一
年
総計i農業 ｜絞l 民~~~I~総計工業建設 者計 者率
一一入一一一五 一つK一つだーっ丈一一一天一 一万人｜人 人 京了一「罪？
M 42 88i 883 60 60 。259 10 5 。13 1, 2p6 49. 28 
43 88i 883 60 60 。259 10 5 。13 1, 206 50. 42 
44 89〔 885 61 60 1 273 11 5 5 18 1, 224 51. 55 
T 1 896 881 58 55 1 269 11 5 2 20 1, 223 51. 09 
2 920 915 58 55 275 12 5 2 21 l 253 51. 69 
3 92~ 918 58 55 272 12 5 。21 1 253 50. 18 






10 1, 27〔 1. 270 120 98 22 166 31 。 2 。15 1, 556 62. 07 
11 
12 
13 70L 704 89 56 33 126 16 1 9 18 40 919 36. 75 
14 
s 1 70£ 704 102 65 37 150 25 1 ？ 21 46 ヲ56 5史26
2 
3 850 850 110 70 40 1ι1 32 2 8 23 52 1, 121 4. 98 
4 
5 840 840 112 74 38 189 34 2 8 25 59 1, 141 45. 44 
6 
7 954 951 153 75 78 224 62 ？ 21 70 1, 331 54. 17 
8 
9 1. 026 1, 026 220 80 140 347 51 。 ι 12 201 1, 593 65. 74 
10 
1 588 584 241 148 93 231 59 。 6 17 91 1, 060 45.85 
12 
13 550 547 302 271 31 170 42 1 12 72 1, 022 48. 07 
14 
15 586 583 275 245 30 169 39 1 '14 77 1, 030 48. 52 
16 
17 605 602 265 230 35 176 33 2 。17 89 1. 046 48. 83 
18 
19 696 696 59 55 4 108 12 。。3 69 863 41. 57 
20 
17 1 81 I 21 773 773 125 98 27 ! 149 31 3 2 
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付表12 (b) 賠栖村職業別人口（産業部門別構成比）
第一次 第 一 次 第 次一
かー了ー？ ガス
総計 農業 総計 工業 ；建設 総計 商業 電気 金融
M 42 % % 事 % % % 罪 % qも
円70タ
43 5.0 
44 4. 9 
T 1 4. 5 
2 4. 4 
3 4. 4 






10 81. 6 81. 6 z 7 6. 3 1. 4 10. 7 2.0 0 0. 1 。1. 0 
1 
12 
' 13 7ι．ι 76. 6 9. 7 6. 1 3. 6 13. 7 1. 7 0. 1 1. 0 2. 0 4. 4 
14 
s 73. 6 73. 6 10. 7 6. 8 3. 9 15. 7 2.6 0. 1 0. 9 2. 2 4. 8 
2 
3 75. 8 75. 8 虫8 6. 2 3.-6 14. 4 2. 9 0. 2 0. 7 2. 1 4. 6 
4 
5 73. 6 73. 6 世8 6. 5 3. 3 16. 6 3. 0 0. 2 0. 7 2. 2 5. 2 
6 
7 71. 7 71. 5 1. 5 5. 6 5. 9 16. 8 4. 7 0. 1 0. 7 1. 6 5. 3 
8 
？ 64. 4 64. 4 13. 8 5. 0 8. 8 21. 8 3. 2 。0. 4 0. 8 12. 6 
10 
11 55. 5 55. 1 22. 7 14. 0 8. 8 21. 8 5.6 。0. 6 1. 6 8. 6 
12 
13 53. 8 53. 5 2史5 26. 5 3. 0 16. 6 4. 1 0. 1 0. 1 1. 2 zo 
14 
15 56. 9 56.6 26. 7 23. 8 2. 9 16. 4 3. 8 乱T 0. 1 1. 4 z 5 
16 
17 sz 8 sz 6 25.3 22. 0 3. 3 16. 8 3. 2 0. 2 。1. 6 8. 5 
18 
19 80. 6 80. 6 6. 8 6. 4 0. 5 12.5 1. 4 。 。0. 3 8. 0 
20 





















? 』 ? ?
? ?
: 1:I : I: 











271 5 o I 128 I 138 
245 5 o I 134 I 106 
230 o I 123 I 100 7 
55 29 
















1 総 i織金機 イ七 そ
年 の
計 属械 学 維 他













10 1 OD. 0 6. 1 品。
11 
12 
1＇ミ 100. 0 z 1 。26. 8 66. 1 
14 
s 1 100. 0 z 7 。26. 2 己6.2・ 
2 
3 100. 0 5. 7 。18. 6 75. 7 
4 
0 100. 0 4. 1 。1Z 6 78. 4 
ι 
7 100. 0 6. 7 。12. 0 8t 3 
8 
9 100. 0 10. 0 。15. 0 75. 0 
10 
11 100. 0 5. 4 。64. 2 I 3o. 4 
12 
13 1 OD. 0 1.8 。4Z 2 50. 9 
14 
15 100. 0 2. 0 。54. 7 43. 3 
16 
17 100. 0 3. 0 。53. 5 43. 5 
18 
19 100. 0 52. 7 。 9. 1 38. 2 
20 





















M42～T3 T4～ τ7 T 1 O～ SS s 7～ s 2 1 
第一次 （農業）は琳、牧 （農議牧畜養蚕林I （＇，農耕畜産養蚕）、 ｛農耕．蚕業）畜
産業部門 蓄、漁業 業狩猟） 林業、漁業製塩、 産、林業、漁業
漁業及製塩
（農業） 農業 農業牧畜養蚕林 農耕資産蚕業 農耕、蚕業．
業狩猟
第二次 （工業）｛建設） （工業）、 f建設） f工業）、｛建設） （工業LC建設）
産業部門 鉱業、抗夫 鉱業、石炭石油、 採鉱、土石 採鉱、土石
土石 窯業γ金属、機椀 窯業、金属機横‘







（建設） カ役 土木建築 土木建築 土木建築
第三次 以下にプラス、布 以下にプラス、旅 以下にフヲス、旅 以下にプラス、接
産業部門． 教、遊芸、雑業、 宿、欽食店、箪人 館飲食、箪入、宗 客業、軍人、宗教




f商業） 商業 物品販売、物品質 物品販売、媒介局 商業
貸媒介周旋．その 旋、賃貸預り、そ
他商業 の他商業
（ガス電気〕 ナ γ ナ y ガス電気オ姐 ガス水道電気
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f金 ｜金問 ｜金問
f交 通） 舟夫 船舶運輸、その 通信、運輸 運輸‘通信
他交通業













τ4 ～ 士7 'T 1 O～ SS s 7 ～ s 2 1 








織維 綿糸、織物 域維工業 製糸、紡績、紡織、染色、
捺染、製網．刺繍などに
従事する者
























4 ) 有業者率は有業者計を付表 1(a）の現住人口でわった比率。射水と高岡の現住人口は射水郡
仏）、高間市仏？で主うる。
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付表13 (a) 大島村職業別人口・高Jj業 f産業部門別人数〕
第一次 第 一 次 第 次
保 ガス
計
総計 農業 総計 工業 ！建設 総計 商業 電気 金融 交通 自由







・4 82 82 。 日 。 13 2 。 。 3 1 95 
5 
ι 










3 187 141 3 3 。148 141 。 。 。 338 
4 
5 91 91 6 色 。 10 10 。 。 。 。107 
6 
7 65 59 2 2 。 。。 1 。 。68 
8 
？ 2 。 4 4 。155 145 。 7 。 。161 
10 
11 49 48 1, 234 1, 234 。160 147 。 ι 。 。1,443 
12 




17 550 550 199 195 4 20 。。 。 。 20 76ヲ
18 
19 880 880 467 462 5 20 。。 。 。 20 1, 367 
20 
21 905 9051 109 I 1041 5 55 。。 。 55 I 。
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付表13 （防 大島村職業別人口？副業 f産業部門別構成比〕
第一次 第 一 次 第 次&Ji 一 一
総計 農業 総計 工業 建設 総計 商業 ガス 金融 交通 自由電気
M 42 






4 86. 3 86. 3 。 。。13. 7 2. 1 。。3. 2 1. 1 
5 
6 










3 55. 3 41. 7 0. 9 0. 9 。43. 8 41. 7 。。 。0. 3 
4 
5 85.0 85. 0 5. 6 5. 6 。9. 3 9, 3 。。 。。
6 
7 95. 6 86. 8 2. 9 2.9 。1. 5 0. 。1. 5 。。
8 
9 1. 2 。2.5 2. 5 。96. 3 90. 1 。4. 3 。。
10 
11 3. 4 3. 3 85. 5 85. 5 。1. 1 1乱2 。0. 4 。。
12 




17 71. 5 71. 5 25. 9 25. 4 0. 5 2. 6 。。 。。2.6 
18 
19 64. 4 64. 4 34.'2 33. 8 乱4 1. 5 。。 。。1. 5 
却
21 85. 0 85. 0 10. 2 9. 8 0. 5 5. 2 。。 。5. 2 。
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付表 13 (c) 大島村職業別人口（工業部門人数）
i: 属 i
年 総 計ー 機 も主 イ七 学 時 総 そ の他







4 。 。 。 。 。
5 
6 










3 3 。 。 。 3 
4 
5 6 。 。 。 6 
6 
7 2 。 。 。 2 
8 
？ 4 。 。 。 4 
10 
1 1, 23 4 。 。 。 1. 234 
12 




17 195 。 。 180 15 
18 
19 462 439 。 。 23 
20 
104 101 。！ 円υ 3 
-2知一
付表14 (a) 庶椅村職業別人口・副業 f産業部門別人数）
I i第一次 第 一 次 第 次
計さ子
総計i工業！建設 緑計 j 商業 1~ 長総計 農業 金融 交通 自由













10 120 120 148 120 28 ？ 36 。 。 。。367 
11 
12 
13 241 240 45 27 18 41 21 1 12 2 327 
14 
s 1 241 240 48 29 19 32 14 2 ？ 2 321 
2 
3 243 240 56 31 25 36 15 2 2 13 。335 
4 
5 293 293 56 35 21 25 4 。 3 16 。374 
6 
7 482 476 40 40 。 20 2 。 。 4 。542 
8 
？ 685 685 53 53 。 10 2 。。 2 3 748 
10 
11 536 501 71 36 35 19 15 。。 。。626 
12 
13 370 273 425 400 25 53 12 2 5 6 8 848 
14 
15 335 201 129 102 10 ι7 10 2 。 19 8 531 
16 
17 341 212 157 121 12 も7 7 3 0 19 9 565 
18 
19 600 508 148 134 14 15 8 2 。 5 。763 
20 




第一次” 第 一 次 f 第 次一
年
総計i工業建設 商業 t.lス 交通 自由総計 農業 総計 電気 金融













10 32.7 32. 7 40. 3 32. 7 z 6 27.0 1D. 0 。 。 。 。
11 
12 
13 73. 7 73. 4 13. 8 a3 5.5 12.5 6. 4 o. 3 0. 3 3. 7 0. 6 
14 
c: 、， 1 75. 1 74.8 15. 0 虫0 5. 9 10. 0 4. 4 0. 3 0. 6 2.8 0. 6 
2 
3 72.5 71. 6 16. 7 虫5 Z5 10. 7 4. 5 0. 6 0. 6 3. 9 。
4 
5 7a 3 78. 3 15. 0 9. 5 5.6 6. 7 1. 1 。0. 8 4.3 。
ι 
7 aa9 8Z 8 z 4 Z4 。3. 7 0. 4 。。0. 7 0. 6 
8 
9 91. 6 91. 6 z 1 z 1 。1. 3 0. 3 。 。0. 3 。
10 
1 85.6 80. 0 1. 3 5. 6 5.6 3. 0 2. 4 。。 。 。
12 
13 43. 6 32.2 50. 1 4Z 2 2.9 6. 2 1. 4 112 0. 6 0. 7 0. 9 
14 
15 63. 1 3Z 9 24.3 1虫2 1. 9 12. 6 1. 9 0. 4 。3. 6 1. 5 
16 
17 60. 4 3Z 5 2Z 8 21. 4 2. 1 1. 9 1. 2 0. 5 。3. 4 1. 6 
18 
19 7a 6 66. 6 19. 4 1Z 6 1. 8 2.U 1. 0 0. 3 。0. 7 。
20 




総 金機 イ七 時 そ
計 の
整え l胃械 学 維 他













10 120 。 。 116 4 
1 
13 27 。 。 18 9 
14 
s 1 29 。 。 20 ？ 
2 
3 31 1 。 16 
4 
5 35 2 。 16 17 
6 
7 40 3 。 28 9 
8 
？ 53 5 。 31 17 
10 
11 36 。 。 12 24 
12 
13 400 3 。 58 339 
14 
15 102 3 。 41 58 
16 
17 121 3 3 45 70 
18 
19 134 53 。 53 28 
20 
21 52 16 。 7 29 
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付表13および付表14の注
1 ) 両村の「政治（行政）統計台帳」に
よる。
2 ) 産業部門別構成比副業人口総数を
1 0 0.0としたものである。
3 ) 職業の内容については、付表5な
いし付表 12の溢受参照
